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第
3
0
回
道
腎
協
定
期
総
会
が
'
平
成
1
9
年
5
月
2
7
日
胤
札
幌
市
の
ホ
テ
ル
ユ
ニ

オ
ン
　
(
北
海
道
教
育
会
館
)
　
に
お
い
て
､
来
賓
6
名
と
全
道
各
地
よ
り
会
員
･
家

族
1
5
0
名
の
出
席
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

a皆さ
ん
こ
ん
に
ち
は
'
来
賓
の
皆
様
お

忙
し
い
中
､
ご
出
席
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
｡

平
成
_
8
年
度
も
道
腎
協
の
各
行
事
'
運

動
に
お
き
ま
し
て
会
員
の
皆
様
､
地
域
腎

友
会
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
活
動

嵐
｢
珂
ノ

し
て
ま
い
り
ま
し
た
｡

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
｡

昭
和
5
2
年
1
 
0
月
全
道
7
地
域
1
4
6
名

の
透
析
患
者
が
集
ま
り
､
北
海
道
腎
臓
病

患
者
連
結
協
議
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
｡

お
か
げ
さ
ま
で
'
今
年
3
0
周
年
を
迎
え
ま

す
｡
1
4
6
名
が
と
も
し
た
灯
り
は
多
く

の
人
の
共
感
を
呼
ん
で
､
現
在
､
会
員
数

は
4
､
1
0
0
名
を
超
え
ま
し
た
｡
こ
の

3
0
年
間
の
透
析
医
療
の
改
善
と
透
析
医
療

助
成
制
度
の
確
立
を
振
り
返
る
と
､
諸
先

輩
が
命
を
犠
牲
に
活
動
し
て
き
た
こ
と

や
'
多
く
の
人
た
ち
の
理
解
と
ご
支
援
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
'
今
日
の
透
析
医
療
の

突
如
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま

す
o

こ
の
よ
う
に
3
0
周
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
年
を
迎
え
ま
し
た
が
'
昨
年
は
夕
張
の

透
析
施
設
廃
止
の
問
題
'
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
間
題
な
ど
様
々
な
要
望
や
請
願
括

動
を
国
や
道
に
対
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
､
そ
の
活
動
の
成
果
は
厳
し
い
も

の
で
し
た
D

ま
た
会
員
数
に
つ
い
て
は
､
会
員
減
少

が
'
更
に
進
ん
で
お
り
ま
す
o

道
腎
協
と
し
て
も
例
年
3
月
に
発
行
し

て
い
ま
す
p
R
版
の
他
に
'
入
会
の
し
お

り
'
入
会
の
Q
&
A
t
　
施
設
訪
問
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た
｡

未
加
入
の
患
者
さ
ん
に
古
き
物
で
理
解

し
て
も
ら
う
の
は
ひ
と
つ
の
手
段
で
あ
り

ま
す
が
'
原
点
は
病
院
幹
事
さ
ん
の
地
道

な
声
掛
け
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
患

者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
は
か
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
o

今
ま
で
の
患
者
活
動
は
'
何
か
を
勝
ち

取
る
も
の
で
し
た
が
､
こ
れ
か
ら
は
'
如

何
に
し
て
削
減
､
負
担
を
抑
え
る
か
の
活

動
が
中
心
に
な
り
ま
す
｡
こ
れ
ま
で
患
者

会
活
動
で
築
き
上
げ
て
き
た
も
の
が
少
子

高
齢
化
社
会
の
到
来
と
共
に
'
経
済
基
盤

の
弱
い
障
害
者
の
我
々
に
次
々
と
負
担
を

強
い
て
き
て
い
ま
す
｡
今
ま
で
以
上
に
障

害
者
は
､
力
を
結
集
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
｡
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
大
き
な
力

と
多
く
の
仲
間
と
一
緒
に
後
退
す
る
福
祉

を
少
し
で
も
食
い
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
｡道

腎
協
結
成
3
0
年
と
い
う
節
目
の
年
に

私
た
ち
は
､
も
う
一
度
患
者
会
結
成
当
時
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議長団左から､水島裕(室蘭)､近江谷守(旭川)両氏

司　会

副会長　柳沼正一氏

の
精
神
に
も
ど
り
会
員
皆
で
困
難
に
立
ち

向
か
い
一
致
団
結
し
て
こ
れ
ら
の
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
｡

品
後
に
な
り
ま
す
が
昨
年
も
､
多
く
の

仲
間
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
｡
皆
様
に

は
'
そ
れ
ぞ
れ
生
活
が
あ
っ
て
家
族
が
い

ま
す
｡
仕
事
を
持
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
｡

そ
し
て
透
析
患
者
で
も
あ
り
ま
す
｡
ど
う

か
皆
さ
ん
ご
自
身
の
体
調
管
理
を
お
願
い

し
て
挨
拶
と
致
し
ま
す
｡
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
｡

◇

◇

◇

◇

総
会
は
'
午
前
1
 
0
時
よ
り
柳
沼
正
一
副

会
長
　
(
札
幌
)
　
の
司
会
で
始
ま
り
､
逝
去

さ
れ
た
先
達
や
病
友
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙

祷
を
捧
げ
ま
し
た
｡

川
村
隆
志
会
長
挨
拶
の
後
'
6
名
の
来

賓
の
皆
様
か
ら
､
そ
れ
ぞ
れ
福
祉
制
度
の

現
状
や
'
道
腎
協
へ
の
励
ま
し
の
お
言
葉
､

腎
臓
移
植
の
現
状
な
ど
の
ご
挨
拶
を
賜
り

ま
し
た
｡

つ
ぎ
に
､
祝
屯
･
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
小
笠

原
和
枝
幹
部
　
(
十
勝
)
　
よ
り
披
蕗
さ
れ
､

そ
の
後
､
議
長
団
の
近
江
谷
守
運
営
委
員

(
旭
川
)
･
水
島
裕
運
営
委
員
　
(
室
蘭
)
　
の

2
名
が
連
出
さ
れ
議
や
に
入
り
ま
し
た
｡

堀
井
和
彦
事
務
局
長
よ
り
平
成
1
8
年
度

活
動
報
告
'
三
上
留
美
子
会
計
よ
り
平
成

1
 
8
年
度
会
計
報
告
'
野
原
寿
二
　
(
旭
川
)
･

福
原
C
.
(
理
子
(
札
幌
)
　
雨
監
査
役
よ
り
会

計
監
査
報
告
が
あ
り
質
疑
応
答
の
後
､
三

件
一
括
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

続
い
て
'
平
成
1
9
年
度
活
動
方
針
　
(
塞
)

が
掛
札
聖
副
会
長
(
釧
路
)
　
よ
り
､
平
成

1
 
9
年
度
予
算
(
莱
)
　
が
三
上
留
美
子
会
計

よ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
｡
活
動
方
針
(
塞
)
､

予
罪
(
秦
)
　
に
対
し
て
も
若
干
の
質
疑
応

㈲
警
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ

北
海
道
知
事
　
高
　
橋
　
は
る
み
　
様

北
海
道
透
析
医
会

会

　

長

　

大

　

平

　

整

　

爾

　

先

生

北
海
道
透
析
療
法
学
会

会
　
長
　
久
木
田
　
和
　
丘
　
先
生

札
幌
市
医
師
会
透
析
医
会

会

　

長

　

中

　

野

　

幸

　

雄

　

先

生

財
団
法
人
　
北
海
道
腎
臓
バ
ン
ク

理
事
長
　
武
　
井
　
正
　
直
　
様

社
団
法
人
　
全
国
腎
臓
病
協
議
会

会

　

長

　

油

　

井

　

清

　

治

　

様

(
県
腎
協
)

岩
手
県
'
宮
城
県
'
秋
田
県
'
山
形
県
､

福
島
県
'
茨
城
県
'
栃
木
県
'
埼
玉
県
､

千
乗
E
J
f
t
東
京
都
'
神
奈
川
県
､
山
梨
県
'

長
野
県
､
新
潟
県
'
富
山
県
'
福
井
県
'

石
川
県
､
岐
阜
県
､
静
岡
脱
'
愛
知
県
､

滋
烈
喝
　
京
都
府
'
大
阪
府
'
兵
庫
県
､

奈
良
県
､
鳥
取
県
'
岡
山
県
､
広
島
県
､

徳
島
E
m
f
.
香
川
県
､
愛
媛
県
'
高
知
3
;
i
.

佐
訳
E
J
1
.
長
崎
県
､
大
分
県
'
宮
崎
県

〈
展
示
に
ご
協
力
頂
い
た
メ
ー
カ
ー
)

エ

　

ル

　

ビ

　

ス

　

㈱

　

様

ユ
ア
-
ハ
イ
マ
ー
ト
㈱
　
様

㈱

　

ハ

　

ツ

　

ソ

　

-

　

様

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
｡



ZD務局長

堀井和彦氏
会　計

三上留美子氏

会計監査報告をする､野原寿二､福原真理子両氏

総会受付､左から川村さん､石井さん､久原さん

国｣会長

掛札　聖氏
運営垂a

萱木芳三氏
祝屯メッセ-シ

幹事　小笠原和枝氏

寿怠会三言　　　　　　　　　スローガン

幹事　吉野美津留氏　運営要員　浅見恭行氏

諮年部部長

外川純也氏

[_･fRhF
感謝状を受ける河内英樹氏(右)

-4-

答
の
後
'
二
件
と
も
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
｡
苗
木
芳
三
運
営
委
員
(
札
幌
)

か
ら
'
平
成
1
 
9
･
2
0
年
度
役
員
(
秦
)
　
が

提
案
さ
れ
､
柏
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

ス
ロ
ー
ガ
ン
　
(
秦
)
　
は
浅
見
恭
行
幹
事

(
北
見
)
'
総
会
宣
言
(
塞
)
　
は
吉
野
美
津

留
幹
事
(
岩
見
沢
)
　
が
原
案
を
朗
読
し
て

提
乗
､
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
o
　
そ
の

後
'
議
長
団
の
解
任
挨
拶
が
あ
り
'
全
て

の
議
事
が
終
了
し
ま
し
た
o

そ
し
て
､
永
年
道
腎
協
役
員
で
活
躍
さ

れ
た
'
河
内
英
樹
運
営
委
員
　
(
苫
小
牧
)

が
退
任
さ
れ
る
た
め
､
川
村
会
長
よ
り
感

謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
､
そ
の
ご
労
苦
を

称
え
ま
し
た
｡

外
川
純
也
道
腎
協
#
年
部
部
長
(
札
幌
)

よ
り
､
道
腎
協
#
年
部
の
活
動
内
容
の
報

･
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
方

河
内
　
英
樹
　
様

平
成
‖
年
度
か
ら
ほ
年
度
ま
で
幹
部
'

平
成
1
 
3
年
か
ら
ほ
年
ま
で
運
営
委
員
と
し

て
ご
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡
今
年

度
は
任
期
改
選
で
役
目
を
降
り
ら
れ
ま
す

の
で
､
今
ま
で
の
ご
労
苦
に
感
謝
を
込
め

ま
し
て
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡



副会長

山口信子氏

交流会

医療講演　山崎親雄先生

総会をお手伝いした方々

告
や
紹
介
が
あ
り
'
最
後
に
山
口
信
子
副

会
長
　
(
苫
小
牧
)
　
の
閉
会
の
挨
拶
で
総
会

は
無
事
終
了
し
ま
し
た
｡

午
後
1
時
よ
り
道
腎
協
結
成
3
0
周
年
記

念
医
療
講
演
会
が
､
｢
透
析
で
長
生
き
す

る
秘
訣
～
自
己
管
理
に
つ
い
て
～
｣
と
適

I
.
.
,
E
7
1

し
て
'
日
本
透
析
医
会
会
長
　
山
崎
親
雄

先
生
を
講
師
に
招
碑
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
｡
私
た
ち
患
者
に
と
て
も
わ
か
り
や
す

い
お
話
し
で
し
た
o
講
演
内
容
は
機
関
紙

〟
ど
う
じ
ん
″
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
｡

前
日
　
(
2
6
日
)
　
は
定
山
渓
ホ
テ
ル
ミ
リ

オ
ー
ネ
に
お
い
て
総
会
に
向
け
て
の
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
を
行
い
､
各
自
の
役
割
分
担

を
総
会
運
営
要
領
に
基
づ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
｡
そ
の
後
'
同
ホ
テ
ル
で
道

腎
協
結
成
3
0
周
年
記
念
交
流
会
が
開
催
さ

れ
､
全
道
各
地
の
会
員
が
集
い
､
様
々
な

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
､
交

流
し
ま
し
た
｡

最
後
に
､
総
会
･
交
流
会
を
た
く
さ
ん

の
方
々
に
､
ご
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
無

事
終
了
出
来
ま
し
た
事
に
対
し
て
'
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
｡

稔
会
･
記
念
医
療
講
演
の

空
虚
温
.
雷
畠
晶

(
ア
ン
ケ
ト
ト
よ
り
)

･
税
額
の
増
加
･
医
療
白
の
自
己
負

担
増
･
医
療
内
容
の
低
下
が
進
行

し
て
い
る
｡
3
0
周
年
を
機
に
道
胃

協
の
広
報
面
で
石
の
局
面
の
変
化

と
現
実
を
日
常
的
に
伝
え
て
欲
し

い
｡
そ
の
よ
う
な
対
応
が
胃
友
芸

の
結
集
､
結
束
の
口
聖
同
の
策
に
な

る
の
ぞ
は
｡

･
山
崎
先
生
の
医
療
講
演
は
､
透
析

に
関
し
て
本
苗
の
話
し
が
聞
け
て

大
変
良
か
っ
た
.
勉
強
に
な
り
ま

し
た
｡
う
ま
R
J
知
ら
な
か
っ
た
事

も
説
明
し
L
J
い
た
だ
き
､
自
分
自

身
更
に
知
識
を
深
め
て
い
か
な
け

れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
｡

･
全
体
的
に
討
議
時
間
が
短
い
o

･
総
会
Q
D
I
言
は
会
の
姿
勢
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
K
)

あ
っ
た
｡

･
比
白
様
生
き
生
き
と
毎
日
の
生
活
を

送
っ
て
い
る
事
を
肌
に
感
じ
ま
し

た
事
有
難
く
思
い
ま
す
｡

*
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
｢
｣
意
見
､
T
.
｣

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
｡
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡



北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
報
告

平
成
1
 
9
年
4
月
1
 
4
日
出
･
1
 
5
日
胤
札
幌

市
の
ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
に
於
い
て
､
第
6
2

回
拙
全
国
腎
臓
病
協
議
会
北
海
道
ブ
ロ
ッ

ク
全
紙
が
役
員
3
2
名
の
出
席
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
｡

山
口
副
会
長
　
(
苫
小
牧
)
　
の
開
会
の
挨

拶
に
始
ま
り
､
逝
去
さ
れ
ま
し
た
病
友
の

冥
福
を
祈
り
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
o

川
村
会
長
か
ら
は
､
自
分
自
身
が
昨
年

受
け
た
献
腎
移
植
の
体
験
談
や
'
街
頭
腎

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
大
切
さ
や
'
献
腎
移
植

希
望
登
録
患
者
の
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の

参
加
の
必
要
性
を
述
べ
'
平
成
1
 
8
年
度
の

会
員
数
減
に
対
し
て
も
言
及
し
た
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
｡

ま
た
'
栗
山
全
腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

担
当
理
事
　
(
釧
路
)
　
よ
り
'
全
国
的
に
医

師
不
足
に
よ
る
透
析
施
設
の
閉
鎖
や
夜
間

透
析
廃
止
の
現
状
説
明
が
あ
り
'
そ
れ
に

対
す
る
全
腎
協
の
対
応
を
報
告
す
る
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
｡

続
い
て
､
議
長
に
苗
木
運
営
委
員
(
礼

幌
)
　
を
選
出
し
て
議
題
に
入
り
ま
し
た
｡

胃

　

臣

M
　
地
域
患
者
全
組
織
活
動
報
告

(
旭
　
川
)

○
旭
川
市
障
害
者
記
録
大
会
に
参
加
､

同
会
場
に
て
'
国
会
訪
願
署
名
も
実

施
｡

O
　
｢
上
手
な
麺
類
料
理
の
塩
加
減
｣
　
の

テ
ー
マ
で
料
理
研
修
会
開
催
｡

○
旭
川
市
｢
障
害
者
週
間
｣
　
記
念
事
実

会
場
で
､
国
会
請
願
署
名
活
動
.

(
岩
見
沢
)

○
岩
見
沢
市
立
病
院
患
者
会
と
岩
見
沢

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
患
者
さ
ん
の
透
析
環

境
に
つ
い
て
懇
談
会
o

O
市
立
病
院
講
堂
に
て
　
｢
透
析
患
者
の

栄
養
指
導
｣
　
に
つ
い
て
､
岩
見
沢
ク

リ
ニ
ッ
ク
･
三
笠
腎
友
会
も
参
加
し

て
講
演
会
を
開
催
｡

○
患
者
会
活
動
へ
の
要
望
に
つ
い
て
'

患
者
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
Q

(
江
　
別
)

○
江
別
患
者
会
会
員
･
非
会
員
の
区
別

な
く
交
流
会
の
参
加
案
内
や
各
種
情

報
提
供
を
実
施
し
た
結
果
'
平
成
1
 
7

年
度
よ
り
道
腎
協
会
員
が
1
6
名
増
え

た
｡

○
江
別
市
人
工
透
析
患
者
通
院
交
通
費

助
成
と
し
て
､
週
3
回
未
満
通
院
者

に
は
6
0
枚
'
週
3
回
の
通
院
者
は
9
0

枚
が
支
給
さ
れ
て
い
る
が
､
見
直
し

検
討
問
題
に
対
処
中
o

(
小
　
樽
V

O
｢
透
析
効
率
に
関
係
す
る
デ
ー
タ
値
｣

に
つ
い
て
勉
強
会
開
催
｡

○
小
樽
市
役
所
に
て
　
｢
自
立
支
援
法

サ
ー
ビ
ス
｣
　
に
つ
い
て
の
勉
強
会
に

参
加
｡

(
オ
ホ
ー
ツ
ク
)

○
会
活
動
費
捻
出
の
為
､
各
種
物
品
販

売
事
菜
実
施
中
(
通
年
)
0

○
透
析
病
院
と
の
懇
談
会
開
催
｡

(
北
　
見
)

〇
第
3
回
市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

｢
障
害
者
の
働
く
場
づ
く
り
｣
に
参
加
｡

〇
第
2
7
回
道
央
学
習
交
流
会
に
参
加
｡

(
釧
　
路
)

○
釧
路
地
方
腎
友
会
結
成
3
0
周
年
記
念

事
業
実
施
(
永
年
表
彰
･
感
謝
状
･

医
療
講
演
･
記
念
誌
発
刊
)
0

○
釧
路
市
健
康
ま
つ
り
参
加
o

(
札
　
幌
)

○
札
幌
市
独
自
の
医
療
費
助
成
制
度

の
今
後
に
つ
い
て
医
療
助
成
課
を
訪

問
｡

○
札
幌
腎
友
会
青
年
部
透
析
料
理
講
習

会
実
施
C

(
滝
　
川
)

○
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
な
ど
親
睦
交
流
会

を
盛
ん
に
開
催
し
て
'
会
員
増
加
活

動
実
施
｡

○
滝
川
市
健
康
ま
つ
り
参
加
｡

(
道
　
南
)

○
全
腎
協
国
会
請
願
活
動
に
当
会
か
ら

1
名
が
参
加
し
､
地
元
衆
議
院
議
員

に
紹
介
議
員
に
な
っ
て
拭
く
よ
う
署

名
簿
を
手
渡
す
｡

○
会
長
が
亡
く
な
る
な
ど
'
役
員
不
足

で
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
｡



r
(
+
　
*
)

○
舷
時
総
会
を
開
催
し
て
'
｢
医
療
制

度
改
革
｣
　
に
つ
い
て
､
帯
広
市
福
祉

課
担
当
者
に
説
明
を
し
て
戴
い
た
｡

(
苫
小
牧
)

○
平
成
1
 
8
年
度
医
療
研
修
会
'
｢
わ
か

り
や
す
い
医
療
新
制
度
｣
　
を
テ
ー
マ

に
苫
小
牧
福
祉
課
と
介
謹
課
の
職
員

を
講
師
に
開
催
c

O
会
員
･
非
会
員
に
対
す
る
実
態
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
｡

(
室
　
蘭
)

○
当
面
の
会
員
数
増
加
対
策
の
た
め
､

各
透
析
施
設
の
医
療
･
福
祉
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
-
に
新
規
透
析
導
入

患
者
へ
の
透
析
患
者
会
の
存
在
､
必

要
性
に
つ
い
て
分
か
り
易
く
説
明
し

て
戴
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
｡

(
夕
　
張
)

○
市
立
病
院
で
の
透
析
療
法
存
続
要
望

吉
を
夕
張
市
に
提
出
し
た
が
､
3
月

1
3
日
を
も
っ
て
透
析
室
が
廃
止
さ
れ

た
｡
患
者
は
全
員
'
数
カ
所
に
別
れ

他
の
市
町
の
透
析
施
設
に
転
院
先
が

決
ま
り
通
院
し
て
い
る
｡

(
留
　
萌
)

○
留
萌
市
立
病
院
(
透
析
科
)
　
に
お
い

て
'
リ
ン
･
カ
リ
ウ
ム
に
つ
い
て
調

理
実
習
実
施
｡

○
昨
年
は
役
員
4
名
が
短
期
間
に
亡
く

な
り
､
役
員
不
足
で
苦
慮
し
て
い
る
｡

(
稚
　
内
)

○
浜
頓
別
日
帰
り
温
泉
旅
行
実
施
0

人
小
消
水
)

○
小
清
水
赤
十
字
病
院
事
務
長
に
'
講

堂
な
ど
を
腎
友
会
の
行
事
に
使
用
許

可
願
い
要
望
を
し
て
面
談
す
る
｡

(
名
　
寄
)

○
医
師
･
ス
タ
ッ
フ
不
足
　
(
病
院
赤
字

の
軽
減
'
ス
タ
ッ
フ
の
時
間
内
勤
務
)

に
よ
り
'
患
者
に
よ
っ
て
透
析
時
間

の
差
が
出
て
き
て
い
る
｡
1
月
か
ら

新
規
準
入
患
者
で
検
査
デ
ー
タ
の
良

い
患
者
は
原
則
一
律
3
時
間
C
当
面
'

行
政
に
医
師
の
確
保
･
ス
タ
ッ
フ
の

増
員
を
求
め
て
い
く
｡

(
三
　
笠
)

〇
三
笠
市
立
病
院
に
透
析
室
や
食
事
の

事
で
要
望
吉
提
出
o

脚
　
第
3
2
回
全
腎
協
通
常
総
会
報
告

道
腎
協
代
表
の
掛
札
全
腎
協
正
会

員
　
(
釧
路
)
　
か
ら
'
船
全
腎
協
の
平
成

_
 
9
年
度
水
菜
計
画
及
び
予
算
案
と
平
成

1
9
･
2
0
年
度
役
員
案
の
承
認
報
告
が
あ

り
ま
し
た
o
　
ま
た
'
確
認
事
項
と
し
て

｢
医
療
制
度
改
革
｣
　
へ
の
取
り
組
み
と

腎
疾
患
を
取
り
巻
く
情
勢
'
平
成
1
9
年

度
全
国
大
会
､
｢
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
｣
　
改
訂
の
作
成
に
つ
い
て
な
ど
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
｡

第
3
6
次
国
会
請
願
報
告

道
腎
協
か
ら
は
北
運
営
委
員
　
(
小

樽
)
･
堀
川
礼
子
氏
　
(
道
南
)
･
栗
山
全

腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
理
事
の
3

名
が
本
道
選
出
の
国
会
議
員
3
名
に
紹

介
議
員
に
な
っ
て
頂
き
無
事
提
出
が
出

来
ま
し
た
｡

地
域
患
者
会
組
械
助
成
金
に
つ
い
て

支
給
規
程
改
正
が
承
認
さ
れ
､
現
在

申
請
さ
れ
て
い
る
3
地
域
腎
友
会
に

助
成
金
支
給
が
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し

た
｡

㈲
　
第
3
0
回
道
腎
協
定
期
総
会
議
案
に
つ

い
て若

干
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
'
承

認
さ
れ
ま
し
た
｡

㈲
　
道
腎
協
結
成
3
0
周
年
妃
念
事
業
に
つ

い
て

0
3
0
周
年
記
念
誌
は
､
会
員
全
員
に
配

布
し
ま
す
｡

○
訓
周
年
記
念
医
療
講
演
会
は
'
お
知

ら
せ
ど
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
｡

0
3
0
周
年
記
念
交
流
会
は
'
3
種
類
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
用
意
し
て
い
ま
す
｡

川
　
そ
の
他

○
夕
張
腎
友
会
の
原
晶
子
前
会
長
か
ら

夕
張
腎
友
会
は
3
月
を
も
っ
て
解
散

し
ま
し
た
が
'
各
地
域
腎
友
会
の
､
道

や
道
議
会
へ
の
透
析
施
設
存
続
･
通

院
交
通
費
な
ど
の
要
望
活
動
に
感
謝

致
し
ま
す
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
｡

○
大
分
県
腎
協
か
ら
夕
張
市
の
会
員
に

対
し
て
'
募
金
が
寄
付
さ
れ
る
こ
と
'

福
岡
県
腎
協
か
ら
夕
張
市
透
析
施
設

存
続
活
動
の
激
励
の
手
紙
が
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
｡

最
後
に
大
洋
運
営
委
員
(
十
勝
)
　
よ

り
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
､
2
日
間
に
わ

た
る
第
6
2
回
撒
全
国
腎
臓
病
協
議
会
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
無
事
終
了
し
ま

し
た
｡
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堀
川
　
礼
子
(
道
南
)

こ
の
度
､
第
3
6
次
同
会
訴
願
に
始
め
て

参
加
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
｡
透
析
患
者
と

し
て
も
'
道
南
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

の
役
員
と
し
て
も
日
が
浅
く
､
何
も
知
ら

な
い
内
に
諸
先
非
の
方
達
と
l
緒
に
行
動

す
る
う
ち
､
透
析
患
者
を
と
り
ま
く
惜
勢

の
厳
し
さ
に
､
知
る
部
の
大
切
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
Q

そ
し
て
､
3
月
2
1
日
の
国
会
請
願
の
日
'

全
国
か
ら
続
々
と
議
員
会
館
の
ロ
ビ
-
に

集
ま
っ
て
来
る
地
区
代
表
の
方
々
｡

そ
れ
ぞ
れ
'
健
常
者
で
は
な
く
､
自
分

も
含
め
て
透
析
患
者
で
す
か
ら
杖
を
つ
く

人
､
よ
ろ
よ
ろ
歩
い
て
い
る
人
'
ゆ
っ
く

り
渉
い
て
い
る
人
と
､
参
加
者
の
方
達
の

姿
を
み
て
い
る
と
､
病
人
だ
か
ら
何
も
出

来
な
い
等
と
い
う
甘
え
た
気
持
ち
が
ふ
っ

と
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
｡

1
 
0
時
3
0
分
よ
り
､
会
議
室
に
て
連
絡
事

項
と
各
紹
介
議
員
の
あ
い
さ
つ
､
と
い
う

部
で
1
 
6
名
の
議
員
の
方
と
秘
方
の
方
､
そ

の
他
名
刺
紹
介
と
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
､

全
腎
協
の
運
動
が
超
党
派
と
い
う
事
で
'

保
守
党
か
ら
革
新
政
党
ま
で
の
議
員
が
参

加
し
て
い
る
の
も
感
激
で
し
た
｡

そ
れ
だ
け
に
議
員
の
あ
い
さ
つ
も
透
析

医
療
の
突
情
と
後
期
高
齢
者
医
療
と
の
関

係
を
き
っ
ち
り
話
し
て
く
れ
る
議
員
'
情

緒
的
に
患
者
に
同
情
的
に
話
す
議
員
'
世

界
一
の
透
析
医
療
を
目
指
し
ま
す
と
歯

の
浮
く
よ
う
な
あ
い
さ
つ
を
す
る
議
員

等
々
い
ろ
い
ろ
で
し
た
｡
ど
の
議
員
も

1
0
3
万
邪
の
署
名
の
重
み
を
受
け
と
め

て
く
れ
'
多
忙
の
中
集
会
に
参
加
し
て
く

れ
る
議
員
は
善
意
の
議
員
と
し
て
感
謝
す

べ
き
と
思
い
ま
し
た
｡

午
後
は
､
｢
新
･
腎
疾
患
対
策
｣
　
の
早

期
確
立
を
要
望
す
る
と
し
て
､
左
記
の
8

項
目
の
要
望
事
項
と
全
国
よ
り
集
っ
た

1
0
3
万
筆
の
署
名
簿
を
た
す
さ
え
て
各

都
道
府
県
の
紹
介
議
員
室
を
訪
問
す
る
の

で
す
｡

北
海
道
は
'
紹
介
議
員
が
5
人
と
少
な

く
短
時
間
で
す
み
ま
し
た
が
'
人
数
の
多

い
都
府
県
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
｡

5
人
の
紹
介
議
員
が
､
所
用
と
い
う
事

で
､
ど
な
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た

の
は
残
念
に
思
い
ま
し
た
｡

1234567

腎
臓
病
及
び
､
糖
尿
病
性
腎
症
の
予
防
対
策
と
腎
不
全
･
透
析
治
療

に
移
行
し
な
い
た
め
の
啓
発
活
動
を
広
く
園
民
運
動
と
し
て
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
｡

腎
臓
病
の
原
因
究
明
の
研
究
を
推
進
し
て
く
だ
さ
い
｡

年
齢
､
障
害
の
種
別
､
程
度
を
問
わ
ず
､
必
要
な
す
べ
て
の
人
に
介

護
･
支
援
が
保
障
さ
れ
る
制
度
を
確
立
し
て
く
だ
さ
い
｡

通
院
の
困
難
な
在
宅
の
透
析
患
者
の
た
め
に
､
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

増
員
'
移
送
支
援
な
ど
の
通
院
介
護
保
障
体
制
と
医
療
と
福
祉
の
連
携

に
よ
る
総
合
的
対
策
を
確
立
し
て
く
だ
さ
い
C

院
内
感
染
を
含
む
医
療
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
を
強
化
し
て
く
だ

さ
い
｡医

師
､
看
護
師
､
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
医
療
･
福
祉
従
事
者
不

足
を
早
急
に
解
消
し
大
幅
な
増
員
対
策
等
を
具
体
的
に
講
じ
て
く
だ
さ

い
｡

臓
器
移
植
推
進
の
た
め
の
啓
発
･
広
報
活
動
を
強
化
す
る
と
と
も
に
'

都
道
府
県
所
属
の
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
増
員
と
身
分
保
障
を
確

立
し
､
さ
ら
に
院
内
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
増
員
す
る
よ
う
指
導
し
て

く
だ
さ
い
｡

災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
の
確
保
と
悪
者
の
避
難
･
移
動
を
確
保

す
る
体
制
を
確
立
し
て
く
だ
さ
い
｡



左から2人目が小平氏

小
平
　
敬
明
(
旭
川
)

初
め
て
の
九
州
上
陸
で
到

茄
し
た
佐
賀
は
気
温
も
そ
れ

ほ
ど
高
く
な
く
過
ご
し
や
す

い
天
気
で
し
た
｡
有
明
佐
田

空
港
か
ら
J
R
佐
賀
駅
ま
で

の
バ
ス
の
車
窓
か
ら
見
え
る

の
が
一
面
の
麦
畑
で
す
｡
北

海
道
で
は
雪
が
溶
け
こ
れ
か

ら
種
を
植
え
よ
う
か
と
い
う

時
期
に
考
え
ら
れ
な
い
光
景

で
す
｡
近
い
う
ち
に
刈
り
入

れ
て
ま
た
苗
を
植
え
る
の
で

し
ょ
う
ご
｣
れ
が
二
毛
作
(
ち

し
か
し
て
二
期
作
?
)
　
と
い

う
も
の
か
と
思
い
な
が
ら
駅

に
着
く
ま
で
感
動
し
な
が
ら

眺
め
て
い
ま
し
た
｡

全
腎
協
全
国
大
会
.
川
佐
門

は
､
全
国
か
ら
1
'
2
0
0

者
の
た
め
の
基
礎
医
学
講
座
｣
　
で
も
お
な

じ
み
の
昭
和
大
学
医
学
部
腎
臓
内
科
教
授

の
秋
揮
先
生
で
　
｢
慢
性
腎
臓
病
へ
対
応
の

秘
訣
-
巧
い
付
き
合
い
方
を
考
え
る
｣
｡

今
や
2
6
万
人
を
超
え
る
透
析
患
者
｡
そ
の

予
備
軍
と
い
わ
れ
る
腎
機
能
低
下
の
患
者

の
数
も
5
0
0
万
人
に
近
い
と
言
わ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
｡
こ
れ
ら
の
患
者
は
腎
機

能
の
悪
化
だ
け
で
は
な
く
心
臓
血
管
病
も

躍
恩
す
る
可
能
性
も
高
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
｡
近
年
透
析
患
者
も
含
め
こ
れ
ら
の

患
者
は
｢
慢
性
腎
臓
病
｣
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
｡
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
透
析

患
者
の
死
亡
リ
ス
ク
の
一
番
高
い
病
気
が

心
臓
血
管
病
で
す
が
'
透
析
導
入
前
か
ら

心
臓
血
管
病
予
防
が
大
切
で
あ
る
と
話
し

て
い
ま
し
た
｡
最
後
に
透
析
患
者
の
長
生

き
す
る
秘
訣
は
や
は
り
｢
Q
O
L
の
向
上
｣

と
　
｢
自
己
管
理
｣
　
が
重
要
で
あ
る
と
結
ん

名
の
患
者
会
員
が
集
ま
り
ま
し
た
｡
大
会

前
日
の
交
流
会
は
参
加
者
5
0
0
名
'
こ

の
数
字
の
現
実
に
直
面
し
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
患
者
会
員
を
見
る
と
圧
倒
さ
れ
全

腎
協
の
パ
ワ
ー
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
よ
う

で
す
｡大

会
で
行
わ
れ
た
記
念
講
演
会
は
機
関

誌
　
｢
ぜ
ん
じ
ん
き
ょ
う
｣
　
の
　
｢
腎
臓
病
患

で
い
ま
し
た
｡
こ
の
講
演
内
容
は
　
｢
ぜ
ん

じ
ん
き
ょ
う
｣
　
に
掲
載
す
る
そ
う
で
す
｡

分
科
会
は
5
つ
用
意
さ
れ
て
い
ま
し

た
｡
①
｢
長
期
透
析
患
者
の
合
併
症
と
予

防
策
に
つ
い
て
｣
②
｢
腎
臓
移
植
に
つ
い

て
考
え
る
｣
③
｢
医
療
制
度
改
革
に
つ
い

て
考
え
る
｣
④
｢
C
A
p
D
(
腹
膜
透
析
)

を
中
心
と
し
た
在
宅
医
療
に
つ
い
て
｣
⑤

｢
こ
れ
か
ら
の
組
織
強
化
を
目
指
し
て
｣
｡

今
回
は
'
④
(
以
下
p
D
)
　
を
選
び
ま
し

た
o
 
p
D
の
普
及
率
は
低
く
全
透
析
患
者

の
3
･
5
%
､
透
析
施
設
は
全
体
の
3
6
%

で
す
｡
p
D
に
は
H
D
　
(
血
液
透
析
)
　
に

は
な
い
利
点
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
｡
そ

の
利
点
か
ら
P
D
フ
ァ
ー
ス
ト
　
(
残
存
腎

機
能
の
維
持
t
 
p
D
導
入
後
に
H
D
移
行

は
生
命
予
後
が
良
い
)
､
p
D
ラ
ス
ト
　
(
特

に
高
齢
者
に
お
い
て
シ
ャ
ン
ト
ト
ラ
ブ
ル

が
な
い
､
血
圧
の
維
持
'
食
事
制
限
が
緩

や
か
'
通
院
か
ら
の
解
放
)
　
と
い
う
考
え

方
が
あ
る
こ
と
'
奴
近
の
p
D
シ
ス
テ
ム

も
か
な
り
改
善
さ
れ
て
き
て
い
て
特
に
H

D
と
の
併
用
の
利
点
な
ど
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
し
た
｡
し
か
し
P
D
に
も
問
題
点
も

あ
り
ま
す
､
腹
膜
炎
や
腹
膜
劣
化
'
被
嚢

生
腹
膜
硬
化
症
(
E
P
S
)
と
呼
ば
れ
る

疾
患
も
あ
り
ま
す
｡
こ
れ
ら
の
長
所
短
所

を
理
解
し
て
患
者
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
あ
っ
た
治
療
法
を
選
択
で
き
る
よ
う

な
情
報
提
供
が
こ
れ
か
ら
望
ま
れ
る
こ
と

だ
と
結
ん
で
い
ま
し
た
｡
私
は
p
D
患

者
が
も
っ
と
増
え
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
｡
増
え
る
こ
と
で
透
析
患
者
の
環
境
(
坐

活
､
社
会
保
障
)
　
も
変
わ
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
う
か
ら
で
す
｡
そ
の
た
め
に
も
啓

発
活
動
を
医
療
機
関
だ
け
で
は
な
く
患
者

会
と
し
て
も
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
｡

大
会
前
日
'
吉
野
ヶ
里
に
行
き
ま
し
た
o

広
大
な
追
跡
発
掘
現
場
と
復
元
さ
れ
た
集

落
を
見
て
回
り
ま
し
た
｡
集
落
の
回
り
に

は
外
部
か
ら
の
侵
入
を
防
ぐ
堀
を
巡
ら
し

杭
を
立
て
て
あ
り
ま
す
｡
部
族
間
の
戦
い

で
傷
つ
い
て
何
故
か
頭
の
な
い
迫
骨
｡
そ

ん
な
も
の
を
見
て
い
く
と
弥
生
時
代
も
現

代
も
人
間
の
業
は
変
わ
ら
な
い
も
の
だ
な

と
思
い
帰
っ
て
き
ま
し
た
｡

最
後
に
佐
賀
の
人
た
ち
は
気
持
ち
の
優

し
い
人
た
ち
ば
か
り
で
し
た
｡
た
ま
た
ま

出
会
っ
た
人
が
そ
う
だ
っ
た
の
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
､
驚
い
た
の
は
タ
ク
シ
ー
に

乗
っ
た
時
運
転
席
の
頭
の
後
に
あ
る
防
犯

パ
ネ
ル
が
な
か
っ
た
こ
と
で
す
o
　
い
ま
や

ど
こ
の
町
の
タ
ク
シ
ー
で
も
着
い
て
い
る

だ
ろ
う
物
が
付
い
て
い
な
い
｡
｢
付
け
る

必
要
が
な
い
｣
　
と
い
う
そ
こ
に
住
む
人
た

ち
の
意
識
は
や
っ
ぱ
り
ス
テ
キ
な
こ
と
の

よ
う
に
思
い
ま
す
｡
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夕
張
腎
臓
病
友
の
会

散
会
に
あ
た
り
で

夕
張
腎
臓
病
友
の
会
　
会
長
　
原

晶

　

子

夕
張
市
が
財
政
再
建
E
B
体
入
り
し
て
か

ら
'
市
立
病
院
も
総
合
病
院
か
ら
診
療
所

へ
変
わ
り
'
透
析
室
も
廃
止
さ
れ
ま
し
た
｡

私
た
ち
患
者
も
3
施
設
に
分
れ
通
院
す
る

こ
と
に
な
り
'
転
院
す
る
為
に
解
散
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
｡

昭
和
別
年
'
夕
張
炭
頓
病
院
に
透
析
室

が
開
設
さ
れ
'
患
者
5
名
で
始
ま
り
ま
し

た
｡
そ
の
後
'
炭
碗
閉
山
に
伴
い
'
夕
張

市
立
総
合
病
院
と
し
て
'
引
き
継
れ
て
い

き
ま
し
た
｡
そ
の
頃
'
患
者
数
名
で
道
腎

協
に
加
入
L
t
　
患
者
会
を
結
成
し
て
今
日

に
な
り
ま
し
た
｡
解
散
時
　
会
員
数
1
 
9
名

(
患
者
数
3
3
名
)
｡
年
間
通
し
て
の
行
事
は

新
年
会
､
総
会
､
花
見
'
研
修
旅
行
'
腎

移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
'
ク
リ
ス
マ
ス
会
等

を
行
い
､
会
員
､
非
会
員
､
家
族
'
病
院

ス
タ
ッ
フ
に
呼
び
か
け
親
睦
を
深
め
て
き

ま
し
た
｡
今
､
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
楽

し
い
思
い
出
で
す
｡
3
0
周
年
に
向
け
て
'

会
の
あ
り
方
､
会
員
を
増
や
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
.
会
を
解
散
､
い
い
え
'

透
析
基
が
廃
止
さ
れ
る
と
は
､
考
え
て
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
｡

平
成
1
9
年
1
月
2
1
日
､
夕
張
市
か
ら
の

説
明
会
が
開
催
さ
れ
､
一
方
的
に
透
析
宴

廃
止
と
他
市
町
へ
の
施
設
へ
の
転
院
'
そ

し
て
そ
こ
へ
の
通
院
手
段
へ
の
補
助
は
で

き
な
い
と
い
う
も
の
で
し
た
｡

私
た
ち
は
'
今
後
へ
の
不
安
の
中
'
各
々

の
考
え
､
家
族
と
の
話
し
合
い
の
結
果
'

3
施
設
へ
の
転
院
を
決
め
ま
し
た
｡
各
々

の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
､
バ
ス
の
手
配
な
ど

を
決
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
｡
1
つ
の
グ

ル
ー
プ
は
夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通

し
て
'
バ
ス
送
迎
の
有
料
運
行
が
決
ま
り
､

現
在
9
名
で
通
院
し
て
い
ま
す
｡
も
う
1

つ
は
病
院
の
無
料
送
迎
バ
ス
が
運
行
さ
れ

て
い
て
通
院
'
他
は
各
々
自
家
用
車
で
の

通
院
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

私
達
は
'
透
析
室
が
廃
止
さ
れ
夕
張
市

か
ら
他
市
町
へ
の
施
設
へ
転
院
す
る
こ
と

は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
｡
ま
し
て
や
腎

友
会
を
解
散
す
る
と
も
｡
各
々
の
新
し
い

生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
｡
会
員
が
一
日
も

早
く
'
今
度
の
施
設
に
慣
れ
'
気
分
よ
く

透
析
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
o
　
ま
た
'
い
つ
の
目
か
､
-
つ
に
集
ま

り
親
睦
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
｡

夕
張
腎
臓
病
友
の
会
の
解
散
'
夕
張
市

か
ら
の
透
析
室
廃
止
の
通
達
､
他
市
町
施

設
へ
の
通
院
に
対
し
'
全
国
の
腎
臓
病
協

議
会
の
皆
様
か
ら
暖
か
い
､
ご
支
援
､
ご

声
援
を
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
｡
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡
皆
様
の
暖

か
い
心
が
私
達
の
毎
日
の
生
活
の
励
み
に

な
り
ま
し
た
｡
今
後
も
皆
様
と
共
に
歩
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡

(
経
過
報
告
p
2
1
に
掲
載
)



二

､

1

チ
ャ
レ
ン
ジ
<
生

定
年
ま
I
で
ー
の
と
4
年

杉
本
　
修
一
(
小
#
･
透
析
歴
3
 
1
年
)

私
は
'
今
'
大
き
な
不
安
を
抱
え
て

い
る
｡
定
年
退
職
ま
で
あ
と
4
年
と

な
っ
た
が
'
無
事
勤
め
る
事
が
出
来
る

か
ど
う
か
と
い
う
間
靖
だ
o

職
場
が
民
営
化
に
変
わ
る
為
'
シ
ス

テ
ム
が
大
き
く
変
わ
り
､
そ
の
準
備
で

毎
日
忙
し
く
働
い
て
い
る
が
､
仕
事
の

内
容
が
複
雑
化
さ
れ
､
覚
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
仕
事

を
こ
な
し
て
く
の
が
精
一
杯
､
と
い
う

の
が
率
直
な
思
い
で
あ
る
C

今
の
社
会
'
ど
こ
の
職
場
も
同
じ
だ

ろ
う
が
仕
事
の
能
率
化
･
効
率
化
を
求

め
ら
れ
'
能
力
主
義
で
評
価
さ
れ
結
果

が
す
べ
て
で
あ
る
時
代
'
大
変
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
｡

毎
年
'
き
つ
く
な
っ
て
い
く
仕
事
'

将
来
の
見
え
な
い
職
場
環
境
'
常
に
不

安
が
付
き
ま
と
う
｡

私
の
場
合
､
不
安
の
要
素
が
他
に
も

存
在
し
て
い
る
か
ら
更
に
深
刻
だ
｡

こ
こ
5
年
位
前
か
ら
能
力
の
衰
え
を

痛
切
に
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
Q
　
頭
の
回

転
が
悪
い
｡
昔
の
仕
事
の
事
は
覚
え
て

い
る
が
新
し
い
仕
事
が
な
か
な
か
覚
え

ら
れ
な
い
｡
1
回
聞
い
て
も
す
ぐ
に
内

容
が
掴
め
な
い
｡
忘
れ
る
｡
本
当
に
能

力
の
限
界
を
感
じ
て
い
る
｡

｢
人
は
'
5
0
歳
も
過
ぎ
れ
ば
誰
だ
っ

て
そ
う
だ
｡
｣
　
と
い
っ
て
く
れ
る
が
'

私
に
は
単
な
る
慰
め
の
言
葉
に
し
か
聞

こ
え
ず
な
ん
で
こ
ん
な
に
頭
が
悪
い
の

か
と
気
持
ち
が
落
ち
込
む
こ
と
も
あ

る
｡
し
か
し
､
脳
の
活
性
化
に
な
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
そ
れ
を
乗
り
越
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
も
私
の

試
練
の
よ
う
だ
o

私
が
透
析
を
始
め
た
の
は
'
昭
和
5
0

年
1
 
0
月
2
5
日
､
人
生
こ
れ
か
ら
と
い
う

2
5
歳
の
若
い
時
で
あ
り
'
あ
れ
か
ら
透

析
歴
3
 
1
年
が
過
ぎ
た
｡
透
析
後
'
結
婚

し
3
人
の
娘
達
(
次
女
三
女
は
双
子
)

に
も
恵
ま
れ
透
析
と
仕
事
中
心
で
頑

張
っ
て
来
た
o
妻
は
､
学
生
時
代
不
慮

の
交
通
事
故
に
遭
い
九
死
に
一
生
を
得

た
が
左
半
身
不
自
由
の
身
と
な
っ
た
｡

社
会
復
帰
に
向
け
て
懸
命
の
リ
ハ
ビ
リ

に
励
ん
で
い
る
最
中
'
私
と
知
り
合
い

結
婚
し
た
｡
私
が
2
9
歳
'
妻
が
2
5
歳
'

障
害
者
同
士
の
結
婚
生
活
の
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
｡
妻
の
家
事
･
育
児
は
健
常
者

に
は
'
わ
か
ら
な
い
大
変
な
苦
労
が

あ
っ
た
｡
今
は
､
子
供
達
も
成
長
し
て

手
が
か
か
ら
な
く
な
っ
て
き
た
一
方
で

こ
れ
ま
で
の
体
へ
の
負
担
･
無
理
か
ら

か
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
時
も
多
く
な
っ

て
き
た
｡
し
か
し
'
常
に
子
供
達
の
こ

と
を
心
配
'
見
守
り
'
私
の
食
事
管
理

に
気
を
使
っ
て
く
れ
て
お
り
感
謝
し
て

い
る
.
長
女
と
三
女
は
仕
事
に
つ
い
て

お
り
'
次
女
は
､
看
護
学
院
を
来
年
の

3
月
卒
業
の
予
定
'
看
護
師
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
る
｡
優
し
い
心
を
持
ち

健
康
で
明
る
い
娘
達
の
元
気
な
姿
を
見

て
､
親
の
方
が
生
き
る
力
を
も
ら
っ
て

い
る
｡先

日
､
透
析
を
し
な
が
ら
ラ
ジ
オ
を

聞
い
て
い
た
ら
こ
ん
な
言
葉
を
耳
に
し

た
｡
｢
健
康
と
は
'
身
体
と
心
が
病
気
で

な
い
事
と
言
わ
れ
て
き
た
が
'
最
近
は
､

質
の
向
上
'
つ
ま
り
ク
オ
リ
テ
ィ
　
オ

ブ
　
ラ
イ
フ
の
こ
と
だ
o
｣
　
そ
う
い
う

考
え
方
は
､
そ
の
人
の
人
生
を
ど
う
考

え
ど
の
様
に
生
き
る
か
に
つ
な
が
っ
て

い
る
｡今

の
体
調
を
維
持
し
定
年
ま
で
勤
め

ら
れ
れ
ば
扱
高
で
あ
る
｡
家
族
に
支
え

ら
れ
､
職
場
の
仲
間
に
助
け
ら
れ
'
周

り
の
皆
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
頑
張
っ
て

こ
れ
た
透
析
人
生
｡
定
年
ま
で
あ
と
4

年
､
不
安
と
葛
藤
の
毎
日
で
は
あ
る
が

私
の
モ
ッ
ト
ー
｢
人
生
何
事
も
忍
耐
と

努
力
'
他
人
へ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
｣

を
持
ち
'
前
向
き
の
精
神
で
頑
張
ろ
う
｡

田
口
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小
清
水
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新
年
会

1
月
2
 
1
日
脚
～
2
2
日
脚
､
川
沿
温
泉
の

御
国
ホ
テ
ル
に
於
い
て
'
参
加
者
1
 
7
名
(
衣

族
も
含
む
)
に
て
新
年
会
を
行
い
ま
し
た
｡

同
ホ
テ
ル
が
今
年
で
創
業
7
7
周
年
目
を

迎
え
る
の
を
記
念
し
て
色
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
お
り
､
2
 
1
日
は
プ
ロ
歌
手
に

よ
る
　
｢
歌
謡
シ
ョ
ー
｣
　
が
企
画
さ
れ
て
い

ま
し
た
o

こ
の
日
は
'
当
腎
友
会
の
ほ
か
に
2
団

体
が
宿
泊
中
で
3
団
体
が
同
じ
宴
会
場
で

午
後
6
時
か
ら
会
食
が
始
ま
り
｡
6
時
半

よ
り
｢
歌
謡
シ
ョ
ー
｣
が
始
ま
り
ま
し
た
｡

ま
ず
は
､
同
ホ
テ
ル
の
料
理
長
が
自
慢
の

ノ
ド
を
3
0
分
間
に
渡
り
'
披
蕗
さ
れ
､
7

時
よ
り
　
｢
中
村
幸
子
歌
謡
シ
ョ
ー
｣
　
が
約

1
時
間
半
程
行
わ
れ
ま
し
た
0
　
品
後
は
'

｢
北
海
盆
歌
｣
　
に
あ
わ
せ
て
従
兼
員
･
お

客
さ
ん
に
よ
る
盆
踊
り
2
回
と
楽
し
い

一
時
を
過
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
o
　
歌
謡

シ
ョ
ー
終
了
後
'
当
腎
友
会
だ
け
別
の
宴

会
場
に
移
動
し
て
カ
ラ
オ
ケ
'
定
番
の
｢
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
｣
を
行
い
終
了
後
､
｢
雑
談
室
｣

で
1
 
2
時
ご
ろ
ま
で
お
話
を
し
て
解
散
し
ま

し
た
｡翌

2
2
日
'
透
析
を
受
け
ら
れ
る
方
は
'

午
前
8
時
頃
ホ
テ
ル
出
発
'
残
り
の
方
々

は
1
 
0
時
ご
ろ
家
路
に
茄
き
ま
し
た
.

後
日
'
楽
し
い
新
年
会
だ
っ
た
と
啓
ん

で
お
ら
れ
た
の
が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま

し

た

o

　

　

　

　

(

報
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金

野

　

正

夫
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平
成
1
9
年
度
定
期
総
会
開
催

4
月
2
2
日
脚
午
前
日
時
か
ら
市
内
｢
l

番
館
｣
　
に
お
い
て
1
 
6
名
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
｡は

じ
め

に
腎
友
会

に
ご
尽
力

さ
れ
た
故

諸
先
輩
の

方
々
に
対

し
黙
祷
し

会
長
挨
拶

の
後
議
題

に
入
り
ま

し
た
｡
平

成
1
8
年
度

の
活
動
報

告
､
決
算

報
告
'
監

査
報
告
'

質
疑
応
答

後
今
年
度

の
活
動
案

決
算
案
を

決
め
無
却

終
了
｡
長

期
透
析
者

か
ら
は
何
か
工
夫
し
､
多
く
の
参
加
者
が

来
る
よ
う
に
考
え
た
い
で
す
｡

(
報
告
　
浦
田
　
光
男
)

EElJ:)...

富
良
野
協
会
病
院
は
創
立
以
来
'
長
年

に
渡
り
､
富
良
野
市
及
び
近
郊
町
村
の
地

域
医
療
を
行
な
っ
て
い
る
中
に
十
数
年
前

に
は
'
透
析
室
も
増
設
さ
れ
'
治
療
を
行
っ

て
き
ま
し
た
C
　
当
協
会
病
院
も
長
い
月
日

が
立
ち
老
朽
化
し
､
3
年
前
に
新
し
く
茄

工
L
t
　
今
年
平
成
1
 
9
年
5
月
8
階
建
の
新

し
い
協
会
病
院
が
各
科
発
足
す
る
運
び
と

な
り
ま
す
が
'
透
析
室
は
2
階
に
設
置
さ

れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
｡
今
後
は
新
し
い

の
表
彰
を
行
い
　
(
3
 
0
年
透
析
者
1
名
)
　
そ

の
場
に
お
い
て
総
会
終
了
後
慰
労
会
を
実

施
｡
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
意
見
を
交
換

し
'
盛
大
に
無
事
終
わ
り
ま
し
た
o
　
毎
年
'

出
席
者
が
少
な
い
の
が
悩
み
で
す
Q
　
来
年
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病
院
の
オ
ー
プ
ン
と
と
も
に
'
ナ
ー
ス
さ

ん
達
の
白
衣
も
衣
替
え
し
て
'
ピ
ン
ク
系

と
ブ
ル
ー
系
の
す
て
き
な
感
じ
で
患
者
の

心
も
癒
さ
れ
る
と
と
も
に
'
患
者
と
ナ
ー

ス
の
間
を
密
に
今
後
の
治
療
に
期
待
す
る

一
人
で
す
｡
患
者
は
現
時
点
は
も
ち
ろ
ん

今
後
も
自
分
の
健
康
管
理
に
気
を
つ
け
て

仲
良
く
付
き
合
っ
て
行
き
ま
す
｡
又
新
病

院
は
8
階
に
上
が
る
と
､
見
渡
す
限
り
山
､

十
勝
岳
･
芦
別
岳
と
山
々
を
眺
め
る
染
色

は
身
も
心
も
癒
し
て
く
れ
る
環
境
の
中
で

1
年
で
も
長
く
患
者
全
員
が
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
｡

室
蘭
J
f
 
I

圭
柵
地
方
腎
友
会
結
成
3
0
周
年
を
迎
え
て

今
を
遡
る
昭
和
5
1
年
1
2
月
'
私
た
ち
の

先
輩
に
よ
っ
て
患
者
会
が
結
成
さ
れ
て
か

ら
昨
年
､
平
成
1
 
8
年
度
1
 
O
月
ュ
 
5
日
で
3
0
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡

私
た
ち
が
こ
の
大
き
な
歴
史
的
節
目
を

ひ
と
し
.
i

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
感
慨
一
入
で
あ

り
､
万
感
胸
に
せ
ま
る
も
の
が
あ
り
ま

す
｡
祝
日
会
当
日
､
心
が
洗
わ
れ
る
汚
く

澄
み
き
っ
た
秋
空
の
も
と
､
宮
の
森
町
議

映
殿
に
お
い
て
'
会
員
･
家
族
の
皆
様
'

来
賓
に
は
室
蘭
'
登
別
両
市
の
保
健
福
祉

部
長
､
市
議
会
議
員
の
皆
様
'
ま
た
､
室

蘭
へ
　
登
別
6
施
設
の
先
生
始
め
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
'
東
京
か
ら
拙
全
腎
協
'
栗
原
紘

隆
副
会
長
を
お
迎
え
し
1
1
0
名
の
参
加

者
で
盛
大
に
祝
祭
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
｡

式
次
第
で
は
､
準
備
委
員
長
の
挨
拶
に

始
ま
り
'
既
に
ご
逝
去
さ
れ
た
先
非
の
方
々
'

志
半
ば
で
亡
く
な
ら
れ
た
沢
山
の
療
友
の

皆
様
に
哀
悼
の
意
を
表
し
黙
祷
を
持
げ
た

の
ち
'
水
島
副
会
長
の
挨
拶
と
'
来
賓
の

ご
挨
拶
を
頂
き
祝
宴
に
は
い
り
ま
し
た
｡

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
歌
謡
シ
ョ
ー

｢
は
か
ま
だ
雪
絵
｣
　
さ
ん
の
歌
唱
力
の
あ

る
唄
に
酔
い
し
れ
な
が
ら
皆
さ
ん
グ
ラ
ス

を
傾
け
て
い
ま
し
た
｡

以
後
､
お
楽
し
み
抽
選
会
で
運
良
く
抽

選
に
当
た
っ
た
人
､
当
た
ら
な
か
っ
た
人

も
楽
し
い
満
足
の
行
く
祝
田
会
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
o

こ
の
度
の
祝
烈
会
'
会
員
の
家
族
の
方

が
多
く
出
席
し
て
頂
い
た
こ
と
は
大
変
嬉

し
く
､
そ
し
て
感
謝
の
念
で
一
杯
で
ご
ざ

い
ま
す
｡

私
た
ち
は
3
0
周
年
を
契
機
に
一
歩
一
歩

前
進
し
3
5
周
年
に
向
か
い
遇
進
し
て
行
く

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
｡(

報
告
　
合
田
　
晃
)

t
E
E
I
.

総
会
と
懇
親
会

去
る
4
月
2
1
日
出
浦
河
町
の
　
｢
う
ら
か

わ
優
駿
ビ
レ
ッ
ジ
A
E
R
U
｣
　
に
て
本
年

度
初
耕
業
で
あ
る
定
期
総
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
｡

会
長
･
副
会
長
が
不
在
の
中
で
議
事
(
却

菜
･
会
計
報
告
等
)
　
が
進
行
さ
れ
ま
し
た

が
､
会
員
の
協
力
の
お
か
げ
で
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
｡

総
会
終
了
後
は
'
恒
例
の
透
析
ス
タ
ッ

フ
を
交
え
て
の
懇
親
会
に
突
入
｡
浦
河
日

赤
病
院
の
透
析
科
係
長
に
よ
る
乾
杯
の
発

声
で
宴
会
に
入
り
ま
し
た
｡

食
事
も
そ
こ
そ
こ
に
'
名
司
会
者
に
よ

る
リ
ー
ド
で
仮
装
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
始
ま

年
も
参
加
し
よ
う
と
言
い
つ
つ
帰
路
に
若

き
ま
し
た
｡

そ
の
後
は
宿
泊
組
に
よ
る
二
次
会
'
会

員
は
体
調
に
気
を
配
り
な
が
ら
'
透
析
ス

タ
ッ
フ
は
大
い
に
飲
み
､
日
頃
出
来
な
い

話
を
し
､
気
が
付
け
ば
朝
日
が
登
っ
て
い

ま
し
た
-
･
-
･
ハ
ハ
ハ
｡

日
頃
､
顔
を
合
せ
る
事
の
少
な
い
会
員

同
士
が
交
わ
り
'
透
析
ス
タ
ッ
フ
と
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
し
'

た
の
し
く
充
実
し
た
一
泊
二
日
で
し
た
｡

(
報
告
　
小
野
寺
　
契
悦
)
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療
個

創
｣
些
二
十
周
年
に
想
う

朗克
㈲

山
仙

竹

創
立
3
0
周
年
｡
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
｡
と
同
時
に
'
い
つ
も
思
い
出
さ
れ
る

の
は
､
当
会
を
設
立
す
る
と
き
'
御
尽
力

く
だ
さ
っ
た
発
起
人
や
世
話
人
の
方
々
と

今
ま
で
役
員
を
さ
れ
'
我
々
会
員
の
面
倒

を
見
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
､
深
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
｡

特
に
小
樽
地
区
は
､
会
長
の
な
り
手
が

な
く
'
永
い
間
'
健
常
者
の
津
田
嘉
朗
氏

(
故
人
'
宇
野
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
務
長
)

に
お
願
い
し
て
い
た
事
は
'
今
で
も
御
迷

惑
を
お
か
け
し
た
と
心
苦
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
｡

医
学
の
進
歩
発
展
は
大
変
な
も
の
で
､

今
更
3
0
年
前
の
話
を
し
て
も
､
せ
ん
な
き

こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
､
当
時
は
'
悲
恰

と
い
う
か
壮
絶
と
い
う
か
､
1
回
1
回
が

勝
負
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
｡
透
析

が
終
り
看
護
婦
さ
ん
　
(
当
時
)
　
が
血
圧
を

測
っ
て
く
だ
さ
っ
て
'
｢
は
い
'
長
い
時

間
御
苦
労
様
で
し
た
｡
｣
　
｢
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
｡
｣
　
と
今
日
も
無
事
に
終
了
し
た

か
'
と
い
う
気
持
ち
で
家
に
帰
っ
た
も
の

で
し
た
｡
こ
の
気
持
ち
は
今
も
変
っ
て
お

り
ま
せ
ん
｡

私
は
透
析
開
始
し
て
3
 
1
年
に
な
り
ま

す
o
　
こ
ん
な
に
長
生
き
出
来
た
の
は
､
3

年
間
も
御
付
合
い
く
だ
さ
っ
て
る
先
生
方

を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
､
励
ま
し
て

く
れ
た
先
輩
諸
氏
の
お
陰
と
思
っ
て
ま
す

し
､
又
､
全
国
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
々
の
大
切
な
お
金
を
沢
山
使
わ
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
賜
物
と
こ
の
喝
を
お

借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡

全
腎
協
会
報
恥
2
1
7
号
を
皮
切
り

に
'
読
者
欄
に
'
｢
全
腎
協
に
加
入
者
'

未
加
入
者
の
格
差
｡
｣
　
と
か
'
｢
一
人
で
生

き
て
行
く
.
｣
　
と
か
､
｢
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
｡
｣
　
と
か
色
々
誘
か
れ
て
お
り

ま
し
た
｡
人
そ
れ
ぞ
れ
色
ん
な
考
え
､
立

場
'
そ
し
て
お
金
の
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
｡
透
析
を
導
入
し
た
こ
と
で
会

社
を
辞
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
を
何
人

も
知
っ
て
お
り
ま
す
｡

1
回
の
透
析
で
数
万
円
の
治
療
費
は
御

存
知
だ
と
思
い
ま
す
o
健
康
保
険
だ
け
で

す
と
個
人
負
担
と
し
て
2
割
か
3
割
掛
か

る
で
し
ょ
う
｡
で
も
実
際
は
0
円
か
数
千

円
で
済
ん
で
お
り
ま
す
Q
　
つ
い
数
年
前
ま

で
で
す
と
､
確
か
血
友
病
と
人
工
透
析
者

は
治
療
費
が
無
料
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
お

り
ま
す
｡

こ
の
様
に
他
の
病
気
と
比
べ
少
な
い
負

担
で
納
っ
て
い
る
の
は
､
先
人
達
の
並
々

な
ら
ぬ
努
力
の
結
果
と
聞
い
て
お
り
ま

す
｡
当
初
'
透
析
治
療
費
の
商
銀
に
驚
き

全
員
腕
を
組
ん
で
関
係
官
庁
に
交
渉
し
今

日
の
地
位
(
医
療
費
自
己
負
担
の
軽
減
)

を
築
い
た
と
か
､
敬
服
の
至
り
で
す
｡

そ
こ
で
私
の
言
い
た
い
こ
と
は
'
こ
れ

等
'
先
人
の
御
苦
労
を
無
に
す
る
こ
と
な

く
我
々
も
会
員
だ
と
か
そ
う
で
な
い
と
か

関
係
な
く
､
又
'
会
費
も
払
う
と
か
払

え
な
い
と
か
で
な
く
､
1
0
0
円
で
も

1
0
0
0
円
で
も
'
柔
苔
2
0
枚
で
も
い
い

で
す
か
ら
透
析
患
者
全
員
が
手
を
握
り
合

い
'
足
り
な
い
処
を
補
い
合
っ
て
物
事
に

対
処
し
て
行
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す

が
如
何
で
し
ょ
う
か
｡

医
学
の
進
歩

私
が
透
析
を
始
め
た
の
は
昭
和
5
4
年
の

1
月
｡
高
校
2
年
生
の
時
で
し
た
｡
始
め

は
札
幌
の
病
院
､
北
見
､
現
在
は
網
走
厚

生
病
院
に
車
で
通
っ
て
い
ま
す
｡

2
8
年
前
の
透
析
は
'
と
い
う
と
時
間
は

6
時
間
｡
今
の
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
-
で
は
な

く
コ
イ
ル
型
で
血
圧
は
下
が
り
､
具
合
の

悪
く
な
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
｡

ま
た
'
今
の
様
な
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン

な
ど
の
注
射
は
な
く
貧
血
で
刑
は
2
0
以
下

し
か
な
く
'
毎
日
肉
や
魚
を
食
べ
'
玉
子

が
良
い
と
聞
く
と
1
日
3
個
食
べ
た
事
も

あ
り
ま
す
｡
そ
れ
だ
け
食
事
が
大
変
で
し

た
｡
今
は
'
透
析
器
械
の
性
能
も
良
く
な

り
'
4
時
間
で
済
み
体
の
負
担
も
軽
く
な

り
ま
し
た
.

あ
の
頃
一
緒
に
頑
張
っ
て
来
た
仲
間
の

多
く
が
ガ
ン
で
こ
の
世
を
去
り
天
国
へ
旅



砂揮　龍治
(;工　別)

立
っ
て
行
き
ま
し
た
が
､
私
自
身
も
糖
尿
'
　
色
々
大
変
で
す
が
'
こ
れ
か
ら
も
大
好
き

白
内
障
､
手
機
管
手
術
等
や
り
ま
し
た
｡
　
な
ド
ラ
イ
ヴ
'
温
泉
に
行
っ
て
'
人
生
楽

体
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
が
痛
く
体
中
湿
布
だ
　
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
｡

ら
け
で
す
｡
長
期
透
析
に
な
っ
て
く
る
と

他
病
院
で
の
透
析
経
験
し
て

昭
和
6
3
年
に
導
入
'
週
3
回
夜
間
透
析

5
時
間
を
行
っ
て
い
て
も
う
川
年
へ
　
早
い

も
の
で
す
｡

子
供
も
独
立
し
て
､
今
年
お
じ
い
ち
ゃ

ん
に
な
る
予
定
'
現
在
は
要
と
2
人
+
ワ

ン
チ
ャ
ン
1
匹
と
t
･
3
ら
し
て
い
ま
す
.

私
が
他
病
院
で
透
析
し
た
の
は
'
仕
事

で
釧
路
へ
　
束
京
と
2
箇
所
あ
り
ま
し
て
'

長
期
で
行
っ
た
の
は
束
京
の
飯
田
橋
に
あ

る
施
設
で
す
｡
そ
こ
は
ビ
ル
診
療
で
'
食

事
は
自
分
で
持
ち
込
む
か
出
前
を
取
る
か

で
､
私
は
夕
方
5
時
ご
ろ
に
行
き
ま
す
の

で
い
つ
も
出
前
を
頼
み
ま
す
｡
ス
タ
ッ
フ

に
出
前
先
の
メ
ニ
ユ
-
か
ら
中
華
を
頼
み

ま
す
｡
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
-
及
び
針
は
全
員

同
じ
も
の
を
つ
か
っ
て
お
り
'
流
星
も

2
0
0
ま
で
で
す
C
　
テ
レ
ビ
も
ラ
ジ
オ
も

な
く
'
全
て
個
人
が
持
ち
込
み
を
し
て
い

ま
す
C
　
私
は
出
張
で
す
の
で
'
途
中
の
駅

で
週
刊
誌
な
ど
を
㌍
っ
て
所
定
時
間
を
つ

ぶ
し
ま
す
｡
ビ
ル
診
療
な
の
で
施
設
内
は

か
な
り
狭
い
の
で
'
ベ
ッ
ト
は
通
常
の
3

分
の
2
ほ
ど
で
拓
返
り
を
す
る
に
し
て
も

大
変
で
す
｡
さ
す
が
に
東
京
ら
し
い
｡

も
う
1
箇
所
は
北
海
道
釧
路
市
に
あ
る

専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
｡
こ
こ
は
食
事
を

出
し
て
く
れ
て
'
な
お
か
つ
も
の
す
ご
く

食
事
が
豪
華
で
し
た
｡
食
事
に
付
く
お
茶

も
2
0
0
c
c
以
上
あ
る
よ
う
な
カ
ッ
プ
で

出
し
て
く
れ
ま
す
.
こ
れ
は
ピ
ッ
ク
リ
｡

と
て
も
良
い
施
設
で
し
た
｡

後
は
全
て
海
外
旅
行
で
の
経
験
で
す

が
へ
　
平
成
3
年
に
行
っ
た
台
所
は
､
透
析

を
し
な
い
で
2
泊
3
日
で
社
員
旅
行
を
し

ま
し
た
｡
ま
だ
デ
ー
タ
が
良
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
｡
観
光
'
食
事
'
と
台
北
ま
で
砲

車
で
移
動
し
て
台
湾
を
縦
断
し
な
が
ら
の

旅
行
で
し
た
｡
屋
台
の
食
べ
物
が
美
味
し

か
っ
た
事
と
台
湾
ビ
ー
ル
が
美
味
し
か
っ

た
事
も
あ
り
､
体
重
は
4
k
g
も
増
え
て
し

ま
い
ま
し
た
｡
脚
り
は
足
が
む
く
ん
で
靴

が
入
ら
ず
､
大
変
で
し
た
｡

初
め
て
海
外
旅
行
で
透
析
を
し
た
の

が
､
家
族
旅
行
を
し
た
グ
ア
ム
で
し
た
｡

透
析
の
予
約
は
旅
行
会
社
に
依
頼
し
て
夜

間
透
析
を
し
ま
し
た
｡
基
本
的
に
は
日
本

と
同
じ
で
し
た
が
'
通
訳
を
頼
ま
な
か
っ

た
の
で
､
ス
タ
ッ
フ
と
は
身
振
り
手
振
り

で
何
と
か
分
か
り
合
え
ま
し
た
｡
違
い
は

ま
ず
透
析
を
受
け
る
時
の
服
装
で
'
日
本

で
は
パ
ジ
ャ
マ
で
服
の
重
さ
は
一
定
し
て

い
ま
す
が
'
海
外
は
着
替
え
な
い
で
そ
の

ま
ま
透
析
に
入
り
ま
す
｡
私
は
そ
れ
を
知

ら
な
い
で
普
段
茄
の
重
さ
と
パ
ジ
ャ
マ
の

差
を
考
え
な
い
で
日
本
で
の
ド
ラ
イ
ウ
エ

イ
ト
で
お
顧
い
し
て
し
ま
っ
た
為
'
残
り

3
0
分
は
大
変
で
し
た
.
ペ
ッ
ト
形
式
で
は

な
く
'
イ
ス
形
式
で
す
の
で
足
を
押
し
付

け
る
場
所
が
無
く
､
残
り
3
0
分
に
は
足
が

つ
り
'
ス
タ
ッ
フ
に
オ
ー
オ
ー
と
足
を
指

さ
し
て
訴
え
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
｡
今
後

の
海
外
透
析
は
日
本
語
が
わ
か
る
人
を
依

頼
す
る
事
､
ド
ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
は
透
析
を

す
る
時
に
弟
て
い
る
普
段
着
と
パ
ジ
ャ
マ

の
重
さ
と
差
を
計
算
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
事
と
痛
感
し
ま
し
た
｡
後
の
海
外
旅
行

は
グ
ア
ム
の
経
験
を
踏
ま
え
て
楽
し
い
旅

行
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
｡
家
族
旅

行
で
ハ
ワ
イ
'
社
員
旅
行
で
去
年
タ
イ
に

行
っ
て
き
ま
し
た
｡

今
年
の
秋
は
京
都
旅
行
を
計
画
し
て
い

ま
す
｡タ

イ
の
病
院
予
約
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
探
し
ま
し
た
｡
ダ
メ
元
で
日
本
語
で

メ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
ら
'
日
本
語
で
返

信
さ
れ
て
き
て
'
食
事
'
時
間
､
送
迎
な

ど
の
や
り
取
り
を
し
て
安
心
し
て
出
発
し

ま
し
た
｡

タ
イ
で
は
観
光
の
他
に
ゴ
ル
フ
を
計
画

し
ま
し
た
の
で
､
同
僚
と
4
人
で
し
た
が
'

1
m
(
夏
の
タ
イ
は
す
ご
く
暑
く
'
大
変
で
し

た
o
　
そ
れ
と
'
キ
ャ
デ
ィ
-
は
チ
ッ
プ
で

生
活
し
て
い
る
の
で
'
プ
レ
ー
ヤ
ー
1
人

に
キ
ャ
デ
ィ
I
l
人
が
付
き
ま
す
.
そ
し

て
バ
ー
デ
ィ
ー
を
取
っ
た
ら
'
プ
レ
ー

ヤ
ー
が
キ
ャ
デ
ィ
ー
に
チ
ッ
プ
を
払
い
ま

す
｡
バ
ー
デ
ィ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
外
し
た
ら

大
変
'
キ
ャ
デ
ィ
ー
の
態
度
は
一
変
し
ま

す
｡
本
当
に
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
o

透
析
は
命
を
つ
な
ぐ
治
療
で
す
が
､
残

り
の
人
生
を
楽
し
く
節
ら
す
為
に
も
心
の

健
康
が
大
切
で
'
も
っ
と
積
極
的
に
家
か

ら
出
て
見
知
ら
ぬ
文
化
や
景
色
'
食
べ
物

等
を
肌
で
経
験
す
る
事
の
大
切
さ
を
感
じ

ま
す
｡
皆
様
も
楽
し
い
人
生
を
お
送
り
く

だ
さ
い
｡
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垣
宵
闇
青
年
轟
院
雪
柳
冒

昨
年
度
は
'
有
年
部
役
員
間
の
伯
報
共

有
化
が
問
題
と
な
り
'
符
年
部
の
運
営
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な
い
な
ど
の
問
題
が
見

ら
れ
ま
し
た
｡
今
期
か
ら
は
'
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
役
割
分
担
'
進
捗
状
況
な
ど
を
ネ
ッ

ト
や
メ
ー
ル
を
利
用
す
る
こ
と
で
'
円
滑

な
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
｡
ま
た
各
地

域
で
の
部
員
同
士
の
交
流
も
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
､
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
｡

さ
て
､
符
年
部
の
活
動
目
標
で
あ
る
『
符

年
患
者
の
要
望
･
悩
み
を
交
換
し
な
が

ら
､
百
年
患
者
の
自
立
の
方
策
を
考
え
て

い
く
』
に
も
あ
る
よ
う
に
'
百
年
患
者
は
､

い
く
つ
か
の
特
有
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
｡
例
え
ば
'
社
会
人
に
な
る
前
か
ら
透

析
を
導
入
し
た
患
者
に
と
っ
て
'
就
労
は

大
き
な
問
題
で
す
｡
実
際
'
就
職
活
動
で

苦
労
し
た
経
散
を
も
つ
部
員
が
数
多
く
い

ま
す
｡
ま
た
子
育
て
を
し
な
が
ら
透
析
導

入
に
な
っ
た
青
年
患
者
で
は
'
家
庭
に
仕

事
.
透
析
と
大
変
で
す
し
､
子
供
が
成
人

す
る
ま
で
長
期
に
渡
っ
て
元
気
に
生
き
る

た
め
に
も
'
日
頃
か
ら
十
分
な
透
析
治
療

青
年
部
部
長
　
外
川
　
純
也
(
札
幌
)

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
｡

こ
う
し
た
青
年
患
者
が
抱
え
る
問
題

は
'
透
析
導
入
平
均
年
齢
が
六
十
四
歳
と

い
う
患
者
全
体
の
中
で
は
希
な
問
題
で
あ

り
､
透
析
の
悩
み
を
相
談
で
き
る
同
世
代

の
仲
間
が
身
近
に
は
少
な
い
と
い
う
状
況

に
あ
り
ま
す
｡
こ
の
よ
う
な
問
題
の
解
決

の
た
め
に
存
在
し
て
い
る
の
が
百
年
部
で

あ
り
､
同
世
代
の
仲
間
が
集
ま
っ
て
情
報

交
換
を
す
る
こ
と
で
､
問
題
を
解
決
し
た

り
'
前
向
き
な
気
持
ち
へ
と
意
識
を
高
め

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
'
質
の
高
い
透
析
治
療
や
腎
移
植
､
安

心
で
き
る
医
療
･
福
祉
環
境
が
必
要
不
可

欠
で
あ
り
､
勉
強
会
を
通
し
て
患
者
会
活

動
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
､
部

員
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
啓
発
を
促
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

青
年
部
も
結
成
か
ら
丸
5
年
が
経
過

し
'
現
在
'
部
員
は
5
6
名
と
な
り
ま
し

た
｡
し
か
し
､
地
域
別
で
見
る
と
ま
だ
ま

だ
部
員
が
い
な
い
地
域
も
あ
る
こ
と
か

ら
､
各
地
域
腎
友
会
の
ご
協
力
の
も
と
'

ひ
と
り
で
も
多
く
の
百
年
患
者
が
仲
間
に

加
わ
っ
て
頂
け
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す

の
で
'
ご
支
援
･
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
｡

青
年
部
新
役
員
挨
拶

副
部
長
　
梅
原
　
孝
之
(
旭
川
)

前
期
よ
り
引
き
続
き
'
辞
年
部
の
副
部

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡
今
期

も
更
に
辞
年
屑
ら
し
く
柔
軟
な
思
考
と
行

動
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
｡
性
格
は
褒
め

ら
れ
る
と
伸
び
る
タ
イ
プ
で
す
が
'
重
圧

か
か
る
と
良
い
部
分
が
消
え
て
し
ま
う
タ

イ
プ
で
も
あ
り
ま
す
｡
こ
れ
か
ら
も
#
年

部
活
動
に
対
し
'
青
年
層
を
含
め
'
よ
り

多
く
の
患
者
会
員
の
皆
さ
ん
の
御
理
解
と

御
協
力
を
い
た
だ
き
た
く
'
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
｡

副
部
長
　
中
東
　
幸
造
(
江
別
)

こ
の
た
び
何
故
か
青
年
部
副
部
長
の
バ

ト
ン
を
受
け
取
っ
た
'
江
別
腎
友
会
に
所

属
し
て
い
る
中
瀬
幸
迄
で
す
｡
今
ま
で

は
､
部
員
と
し
て
活
動
を
し
て
き
ま
し
た

が
'
こ
れ
か
ら
は
､
自
分
で
も
意
見
を
述

べ
た
り
プ
ラ
ン
を
立
て
た
り
す
る
立
場
な

の
で
'
み
な
さ
ん
に
手
助
け
し
て
も
ら
え

る
様
に
頑
張
り
ま
す
の
で
'
部
員
の
皆
様
'

是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
｡

事
務
局
長
　
小
田
　
淳
一
(
岩
見
沢
)

今
回
'
青
年
部
事
務
局
長
を
任
せ
ら
れ

る
事
に
な
っ
た
岩
見
沢
腎
友
会
の
小
田
と

申
し
ま
す
｡
時
に
は
熱
く
'
時
に
は
楽
し

く
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
｡

会
計
　
深
瀬
　
智
春
(
釧
路
)

つ
い
に
私
も
役
員
の
仲
間
入
り
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
｡
今
の
私
に
何
が
出
来

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
､
道
東
釧
路
か
ら

も
青
年
部
を
支
え
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
o
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
｡

第
日
国
道
腎
協
青
年
部
交
流
会

今
年
度
の
夏
の
交
流
会
は
'
平
成
1
9
年

7
月
2
 
1
日
出
'
2
 
2
日
脚
'
屈
斜
路
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
　
(
弟
子
屈
町
)
　
で
開
催
予
定
で

す
｡
詳
細
は
後
日
'
部
員
の
皆
様
へ
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
｡



藤森事務局長(左)と川村会長
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こ
の
た
び
第
3
0
回
定
期
総
会
に
お
い
て

事
務
局
長
に
指
名
さ
れ
た
草
木
芳
三
で

す
'
出
身
地
城
野
友
会
は
札
幌
腎
臓
病
患

者
友
の
会
で
'
地
域
患
者
会
で
も
幹
事
･

運
営
委
員
･
副
会
長
な
ど
を
経
験
し
て
お

り
ま
す
が
事
務
局
業
務
は
ほ
と
ん
ど
経
験

し
て
お
り
ま
せ
ん
｡
道
腎
協
で
の
活
動
歴

は
平
成
1
 
2
年
か
ら
幹
事
を
､
1
 
4
年
か
ら
は

運
営
委
員
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
.

1
 
7
年
か
ら
は
組
織
検
討
委
員
と
な
り
道
腎

協
の
組
織
･
業
務
･
郵
務
局
体
制
な
ど
の

検
討
に
加
わ
り
多
少
な
り
と
も
現
在
の
道

腎
協
が
抱
え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
認
識

を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
が
'
何
分
に
も

事
務
局
業
務
は
不
案
内
で
果
し
て
こ
の
重

安
が
務
ま
る
の
か
不
安
を
感
じ
て
お
り
ま

す
｡
当
分
の
間
､
前
事
務
局
長
の
堀
井
さ

ん
も
指
串
を
兼
ね
な
が
ら
事
務
局
に
詰
め

て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
'
一
生
懸
命
に
勤

ち

さ

き

琶

　

木

　

芳

　

三

め
る
所
存
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
｡ま

ず
簡
単
な
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
｡
生
年
月
日
は
昭
和
2
2
年
3

月
2
 
1
日
生
ま
れ
で
今
年
6
0
歳
を
迎
え
ま
し

た
｡
出
身
地
は
今
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ

マ
風
林
火
山
の
舞
台
と
な
っ
た
山
梨
県
で

武
田
家
終
悪
の
地
と
な
っ
た
新
府
城
の
城

跡
近
く
で
生
ま
れ
ま
し
た
｡
1
 
9
歳
で
自
衛

隊
に
入
り
北
海
道
に
転
勤
に
な
り
以
来
4
 
1

年
間
主
と
し
て
北
海
道
で
勤
務
し
本
年
3

月
定
年
を
迎
え
ま
し
た
｡

家
族
は
妻
と
子
供
2
人
(
男
子
)
で
す
｡

透
析
導
入
は
平
成
5
年
の
1
 
2
月
か
ら
で
1
 
0

年
8
月
か
ら
は
C
A
p
D
を
し
て
お
り
ま

し
た
が
1
 
7
年
3
月
か
ら
は
火
木
土
の
週
3

回
4
時
間
の
血
液
透
析
を
南
区
の
も
な
み

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
し
て
お
り
ま
す
｡

事
務
局
に
は
昨
年
の
日
月
か
ら
月
水
金

の
過
3
回
研
修
を
か
ね
て
勤
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
'
想
像
以
上
に
事
務
所
用
が
多

い
の
に
驚
い
て
い
ま
す
｡
日
月
に
は
夕
張

市
立
病
院
の
透
析
室
廃
止
問
題
'
1
 
2
月
に

は
道
庁
と
の
意
見
交
換
会
､
1
月
に
入
っ

て
急
速
夕
張
透
析
室
廃
止
と
こ
れ
に
伴
う

諸
活
動
な
ど
'
こ
の
間
機
関
紙
の
発
行
･

発
送
'
3
0
周
年
記
念
行
事
準
備
等
'
少
人

数
で
耕
務
局
が
多
忙
を
極
め
て
い
る
姿
に

驚
い
て
い
ま
す
｡
前
事
務
局
長
の
堀
井
さ

ん
は
豊
富
な
知
識
と
実
行
力
を
兼
備
え
た

名
局
長
で
あ
り
複
雑
多
技
な
業
務
を
的
確

に
処
理
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
｡
そ
の
後
任

を
果
た
し
て
私
に
勤
ま
る
の
か
と
不
安
に

感
じ
て
お
り
ま
す
が
､
事
務
局
に
は
ベ
テ

ラ
ン
の
三
上
さ
ん
が
お
り
ま
し
て
事
務
局

の
大
方
は
把
握
さ
れ
て
い
ま
す
｡
三
上
さ

ん
も
当
分
の
間
は
業
務
全
般
に
つ
い
て
指

導
し
て
い
た
だ
け
る
そ
う
で
す
の
で
こ
れ

ら
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
､
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
支
援
の
も
と
全
力
を
尽
く
し

た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
｡

S
O
D
.
0
⑳
◎
◎
0
1
0
0
0
0
0
0
m

∽○

m

題

｢

夏

近

し

｣

　

　

　

　

m

o

o

 

m

M
撮
誓
福
原
真
理
子
氏
　
M

r

r

 

l

J

o

 

O

o

O

m
　
恵
庭
の
白
扇
の
滝
に
行
っ
て
き
ま
　
は

O

 

O

o

O

g
　
し
た
｡
皆
さ
ん
も
表
紙
の
写
苑
を
是
　
g

3
月
1
 
3
日
㈹
'
川
村
会
長
と
貰

木
運
営
委
員
が
北
海
道
腎
臓
バ
ン

ク
を
訪
れ
'
藤
森
事
務
局
長
に

5
0
'
6
0
7
円
(
平
成
1
 
8
年
度
分
)

の
募
金
を
お
渡
し
し
ま
し
た
｡
こ
れ

は
､
腎
移
植
基
金
募
金
活
動
と
し
て
'

道
腎
協
が
長
年
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
C
　
各
地
域
腎
友
会
が
募
金
箱
設
置

を
お
願
い
し
て
い
る
病
院
･
施
設
か

ら
集
め
ら
れ
ま
し
た
｡
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

北
海
道
腎
臓
バ
ン
ク
は
､
平
成
9

年
1
 
0
月
の
　
｢
臓
器
移
植
法
｣
施
行
以

前
の
昭
和
5
9
年
5
月
の
正
式
発
足
か

ら
今
日
ま
で
'
死
後
(
心
停
止
後
)

の
腎
臓
提
供
者
の
登
録
を
､
ド
ナ
ー

カ
ー
ド
の
配
布
や
腎
移
植
の
啓
字
等

り
推
進
し
て
い
ま
す
｡

㌍
o
:
o
?
o
=
o
:
o
:
o
…
約
〇
.
o
o
o
o
o
o
o
c
o
o
o
o
D
∞
箭
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L99リク ンロ 末ｨｭ��

30 迭絣�ﾖr�5.5 

mg 冦Eq 

/ 梯�/ 
i) 芳R�P 

以 ���未 

下 �｢�渦 

3 ～ 3.5 mEq / 〟 

沈ミグ体た不臓低 豆fｨ�i&��※. mEqは心ぎカ 

新ロ口内ま全か分 �,俾��/停脱'リ 
すイブにるにら子 �.h��β止の透ウ 
るドリた○な排蛋 �,(,ﾂ�以し動析ム ○とンまる継白 �,I�2�上てき不の 

いはつとさの �&ﾈ�2�はしが足多 

う､た正れ- �*ｨ蜥�危ま低ない 
物繊β常る種 質維2のたで にをl10めあ �&�ﾈ"�/�*��険い下ど食 oまし三品 す､向の 

な作ミ倍にる 假8.��のつくと 
つりク程'o �*ⅲ�でいなり 

てア口座腎腎 �.r餽��6.0に句す 

爾室 冤����ﾂﾂ��緜�ﾃ�84��[(尿 2?0喜霊 ]〉素 �.hﾘ������)m｢�
liU 6075A 迄��(6������3��6｢�

こ二_二二｣/ 

8 ��"�80 ����������目 

mg / 蒙r���mg / 

de 芳R�dL) 

r �"�

下 �｢�下 � 

4 迭�30 �����ﾒ�ｸ��書 

mg / 蒙r���mg / 剪l 

de 芳R�de 

以 ���以 

下 �｢�下 

る高えとのど食 儷y:y��*(+Y&ﾈｽ��BBて析蛋 �<r�
こ値なし排に品 �,��ﾘ駟�ﾈ,H,ﾙ?r�UU値効白 
とにいてi世多中 �,委�,h,ﾘ*)�ﾈ,ﾂ�NNが率質 
がなoはがくの ､_′へ. �.凛h,ﾘﾘ(.丿��2��IX�R�下上影だの 
ある多古レ るとあいまバ 剄~昇響け代 --.をで謝 �-ﾒ�

〇滴まのれ1 風りで腎. 剞|警 
1 の適､臓肉 �-�,�+�暮�ﾈ*��兩ｲ�

症当遠以エ 状と析外キ がは指かス 丼y6x羽�

出い標ちな 凾ｫつ透 

ナ (ト Naリ 忠�2�2�Hｻ��血 ��ﾂ����ﾒ����zb�尿 俘��

)ウ ム �"�儂B�圧 剪� 冦｢�

135 傚y&｢�最良 �����2��ﾂ���,ﾂ�1 冦｢����&ﾂ�

～ ���r�低高 剴� 

mEq / 僞y�"�圧圧 剿ﾟ 王達 

Q ������ 迭�を 測 

/0% 蒙ﾒ�% 
rr 友ft��JL ��

下下 冕)j"�i駟��下 �+r�.��

とす塩 ��b��9�9�Y�ﾙ�R�凾笏A �<r�-ﾒ�_ｲ�

がめ分 仆仆�+x��Z｢�刄J虫 
あらを 儂INH.��."�刄鰍ｪ 
るれと �,ﾃS��ﾈﾈ冀�刄E少 ○てり ��｢X�9Z｢�.�/��8,ﾂ�_ｸ+�箞,b�刄�し 

値す がぎ 劔ので 管も 

高て �,ﾘ*c�.��剽揩｠ 

くも 俚h.��8+r�凾ｪれ 

で' 亢ﾈ,hｻ���*ﾂ�しぼ や' !L. 

な水 �/�wiNC��
いで 伜�(ﾘ*ｩ�ﾂ�
こう 傲h�9�ﾙ�"�

透
析
効
率
に
網
す
る
検
査
デ
ー
タ

透
析
が
十
分
に
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
み
る
項
目
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
り
ま

す
｡
透
析
効
率
以
外
の
条
件
に
よ
っ
て
も
値
が
変
っ
て
き
ま
す
の
で
'
読
み
方
の
ポ
イ

ン
ト
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
.

m
/
V
　
(
ケ
-
テ
ィ
ー
オ
ー
バ
ー
ヴ
イ
)

透
析
虫
の
指
標
(
十
分
な
透
析
虫
を
判
断
)

し
2
-
1
･
ー
以
上
が
良
好

透
析
前
と
後
の
B
U
N
値
と
自
然
対
数
を
使
っ
て
計
算
し
ま
す
｡

各
施
設
の
主
治
医
'
ス
タ
ッ
フ
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
o

水
分
･
塩
分
に
冊
す
る
測
定
値
･
検
査
デ
ー
タ

水
分
や
塩
分
の
管
理
が
う
ま
く
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
は
'
と
て
も
気
に
な
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
が
'
左
記
の
よ
う
な
項
目
を
参
考
に
し
て
見
て
行
き
ま
す
｡



[r17- ��ﾒ�(蛋 �4��総 冉｢�

軍帽 ��3�ﾌ��(���P白 �2縒�8ｲ�;テ三言蛋 ]白 冦｢�
～( l' ������C箕 �ｩ?ｦ哩{��舒��

150. -JL, �#��r�6ﾘ8ﾂ�R化 )率 佰ｲ�(7����傀��幵�

150 �����0.8 汎津��6.5 冦｢�

mg 蒙r�～ ����～ 

/ 梯�I..I ��3�絣�8 

de 縫ﾂ��g 睦�g 

以 ���/ 梯�/ 傚��&��

下 �｢�kg / 日 芳R�dL) 

動 凾ﾎ蛋がんか中1 �駅i&�/��ﾒ��<r�
脈 刪齠冾ﾅぱをで日 冽ｸ,一儷ﾉ&��
倭 剪v異きく知どに ��9�ﾈ,ﾈ+yI"�
化 凾ｷ化る質るの体 率○のー程垂 ��IZｩ(f�,ﾒ�,ﾈ,X,Xﾈﾂ�
の リ 凾饑 oは正と度1 倡x*�.�唯��-ﾒ�_ｲ�

ス ク 剪`をで蛋kg 自推'白当 儷x.�4�(b�,f�8ｸ,ﾂ�

フ 剞ﾛ測摂がた �,�7Y&��
ア 剋謔ｷ取壊り �.�7飆"�

ク 冓正るしさ､ 鑓99�2�

夕 凾ﾆこたれ体 �,ﾙ�ﾂ�

ー 凾ﾍとたたの 偃X嚢8"�

隼 傀��##�(+���R�妄項等 門,S若 里旦塑Ly ����項 目 i 準 
土39AOン 劔隻 

川小 都��30 蜜�"�日 

～ ����～ ����

3州 �5(�"�33 ���ﾂ�

mg ��r�% 梯�

/ mg 梯�FR�����書 偉 

※ 血100エ血貯体血 俥ﾈﾈﾈﾈﾂ�な多赤球血 るす血の液 �,(��B�,H.ﾘﾈﾂ�読 み 方 

/ �.x幽唯�

わ中中 ��ｸ*ﾈｸY���2�いれ球 
にのの く鉄鉄 いがの ○少虫 なを 儼��*ｩ�H/�,b�るてが の'作 が赤ら わ血れ か球な 

い示 刎(*ｨ*(+R�るがか 

す用低るとを �,h+r�り反うて 鑓晴,"�

蓋聯主賓 佇ﾈ�ｲ�唯�*｢�苦篭○壷 �,�+ﾒ�*ﾘ.��,Ｓ�

･
体
に
水
分
が
た
ま
り
す
ぎ
る
と
'
ヘ
マ
ト
ク

リ
ッ
ト
や
総
蛋
白
が
'
水
で
う
す
め
ら
れ
て

低
下
す
る
｡

〔
心
胸
比
の
測
り
方
〕

胸
部
Ⅹ
線
写
1
=
(
で
胸
部
と
心
臓
の
幅
を
測
定

し
､
そ
の
割
合
を
表
し
た
も
の
を
心
胸
比
と
い

い
ま
す
｡

心
臓
の
幅
(
b
+
C
)
÷
胸
部
の
幅
(
a
)

×
1
-
0
=
心
胸
比
(
%
)

H
D
L
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル

[
3
5
-
8
2
]

3
 
0
喝
/
朗
以
上

･
い
わ
ゆ
る
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
血
管
に
荷
砧
L
t
　
動
脈
硬
化
､
特
に
狭
心
症
･
,
心
筋
梗
塞
を
起

こ
す
原
E
B
と
な
り
ま
す
｡

合
併
症
に
珊
す
る
検
査
デ
ー
タ

★
心
胸
比
に
は
個
人
差
が
あ
る
　
(
心
臓
の
病
気
が
あ
る
人
'
心
筋
の
厚
い
人
な
ど
)

(
例
)
心
臓
の
幅
(
ー
･
8
)
c
m
÷
胸
部
の
幅
(
2
･
5
)
c
m
X
l
I
心
胸
比
(
4
)
%

〔
ド
ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
〕

自
分
の
体
重
を
ど
れ
く
ら
い
に
維
持
す
る
か
の
目
安
に
使
わ
れ
ま
す
｡

こ
の
体
重
と
は
　
川
血
圧
が
正
常
に
保
た
れ
る
｡
似
心
胸
比
が
大
き
く
な
ら
な
い
0

㈱
透
析
中
又
は
後
の
だ
る
さ
が
な
い
｡

透
析
を
長
く
行
っ
て
い
る
間
に
は
､
合
併
症
が
お
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡
早
期
発

見
の
た
め
に
以
下
の
項
目
を
み
て
い
き
ま
す
｡

M

　

貧

　

血

透
析
を
行
っ
て
い
る
人
は
､
程
度
の
差
は
あ
り
ま
す
が
､
貧
血
に
傾
き
ま
す
o
　
あ

な
た
の
貧
血
の
程
度
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
o

栄
養
状
態
に
関
す
る
デ
ー
タ

栄
養
不
良
に
な
る
と
全
身
の
状
態
が
悪
く
な
る
た
め
'
以
下
の
項
目
で
栄
遵
状
態
を

み
て
い
き
ま
す
｡

･

　

･

･

.

･

･

･

二

･

;

;

.

i

 

'

i

･

.

 

L

!

1

T

7

.

T

.

透
析
患
者
さ
ん
は
2
 
0
%
以
上
5
 
0
%
以
下
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ノレ ･9三 ウ 侏頷ﾂ��"絣��92�ﾃXｭ��8.▲l(ル iCaシ 10.2)ウ 

ム 冕H6r���ム 

10 塔��什l 迭絣�蹤r�(▲19 冦｢����&ﾂ�

〃g ����～ 勍8i淳 
/ ��c��338 梯�
Q 也Fﾂ�Ⅰ 芳R�

以 梯�U ���

下 蒙R�/b�h��/ 〟 �｢�

悪高 �8ｹ�(48/�ﾙﾈ.ｸ4ｨﾘ"�障透宙高 ��b�ﾅx慣�/�-ﾈﾙﾈﾈﾂ�場まCa �<r�-ﾒ�
影値 �8(*�98*��ﾈ*ﾘ8ｹ&ﾂ�害折や値 �+x帽,ﾈ*�+ﾘ決唯�所た値 
管が �98.yuｸ+�.(,�5h,ﾂ�でを骨を �.估Hﾘ(+�x､�(b�に､が 
が続 �,YZｨ4�+Xﾙﾈ.�4X�2�高行障示 �,ﾈ/�&ﾈ+Y.�,ﾈ,ﾂ�CaCa低 
あく ると �*�NX6x.(決�ｸ8�OB�.�+5�+x､�-ﾈ*ｨ*｢�値つ害す をてが時 �,Xｷ�,ﾒx+xｼ���(ﾘ-ｹ�xﾙﾈ*ﾈ�*｢�沈低い fI.がと 

の､ で骨 ��ｸ.･H*ﾘ,ﾈ+ﾘ,ｩ9ﾒ�+ﾔ�,��｢x*�*ﾒ�芋岩要埠 乖ｹ�h���ﾇxﾗ"�霊宍累 

空軍 U. �,�,ﾘ.傀ｩ.�,H,b�*遅�ｸ,�+rzB�夏会員宅 濫ﾂﾒ�ﾇﾈﾇ9m���抱･r�亘 兩ｲ�
○身 �.浦ｴ6�*ﾈﾙﾈﾙﾂ�軍≡篭 

体 に �,ﾈﾖ)+�,H*ｨ*��7ｨ�8��.�.�.r�儼俚xｾXｸtﾇBr��

{ 狽�H 
C �"�

Ⅴ 抗 俔"�

準Ⅹ ��ﾂ�体 

+ 

cc 亰艪�るHH染過 
V型 �*$2�たBBを去 

l肝 �*ｨu��め抗抗うに 
R炎 �*�ﾕ"�'体体けB 
Nに �.��ﾂ�感陽がた型 
Aか ��ｹw｢�染性陽こ肝 

がか ��ｲ�をの性と炎 
陽つ �,ﾒ�受入にがウ 
性て �2�けはなあイ 
にい 兔r�に免るるル 

なれ 豫ﾂ�く疫o場ス 
るば 况��いが合の 
○H �,ﾂ�oあ､感 

享萱害 佇ﾂ�9ﾂ�俘��m｢�

6.5 儿��空 冦｢����&ﾂ�

% 佩2�腹 

以 �"�時 

下 倬��ｭB�����ﾖr���FR�撃�屬�1川 mg / de 以 下 

※※ ��b��<r�-ﾒ�_ｲ�

8度合を前合へ 估X檍ｾｩ�i���
%を併表かしモ 以理症すらたグ 上想予○現もロ 琶鞍 
はと防在のビ 要すのまでン 

注る意で'と 
意○味の約ブ ○で平1ド 

は均iウ 
6血2糖 %糖カが 

程値月結 

㈲
　
c
a
代
謝
異
常
･
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
蓄
積

㈲
　
糖
尿
病

以
下
は
'
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
た
人
の
各
項
目
の
目
標
値
と
読
み
方
で
す
｡

･
c
a
x
p
の
値
　
5
 
5
以
下
が
良
好

c
a
x
p
の
高
値
が
続
く
と
見
所
性
石
灰
化

起
り
や
す
く
な
る
｡

㈱
　
肝
障
害

(
血
管
へ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
沈
茄
等
)
　
が

◎
札
幌
市
医
師
会
透
析
医
会
会
長
･
中
野
医
院
院
長
　
中
野
幸
雄
先
生
と
中
野
医
院
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
か
ら
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡



r駐車禁止除外指定車ス干､t/h-｣ 
障害者本人に交付 

○当初平成19年6月けら運用され3予定 

でしたガ､障害者区分の見直し等leよ 

LJ､11月頃rZr83予定○ 

○手続き等の詳細げ発表されましたら､ 

また訳知らtfLます○ 

題
室
∴
B
I
欝
戦

㊨
沢
田
　
英
子
(
札
幌
)

神
花
の

ハ
ガ
キ
沢
山
作
-
居
る

お

ち

こ

ち

遠
地
近
地
の
友
の

笑
顔
を
想
い
て
巣
し

気
分
良
く

鼻
う
た
よ
じ
り
に

家
事
を
す
る

｢
演
歌
で
す
ね
｡
｣
と

三
歳
の
孫

L
j
L
j
の

貴
殿
め
ぐ
-

う
れ
し
日
の

思
い
め
ぐ
ら
す

鎌
倉
の
蕗

｢
ど
う
じ
ん
｣
　
1
1
3
号
に
お
い
て
夕

張
市
立
病
院
透
析
室
存
続
に
つ
い
て
そ
の

経
過
と
道
腎
協
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
が
'
そ
の
後
に
つ
い
て
追
加
報
告

を
し
ま
す
｡

1
月
3
 
1
日
北
海
道
知
事
宛
に
夕
張
市
立

柄
院
透
析
室
の
存
続
と
､
通
院
交
通
費
助

成
を
要
望
し
ま
し
た
が
'
3
月
1
 
3
日
道
か

ら
以
下
の
よ
う
な
回
答
吉
が
よ
せ
ら
れ
ま

し
た
｡『

人
工
透
析
患
者
は
定
期
的
に
週
数
回

透
析
が
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
経
済
的
負
担

を
考
え
身
近
な
医
療
機
関
で
対
応
で
き
る

こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
夕
破
市
に
お

い
て
は
採
算
確
保
が
難
し
く
引
き
受
け
手

が
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
｡
夕
張
市
に

対
し
'
受
け
入
れ
可
能
医
療
機
関
の
状
況

を
丁
寧
に
説
明
し
'
転
院
先
を
調
整
す
る

よ
う
に
指
埠
助
言
し
ま
し
た
｡
通
院
交
通

費
助
成
に
つ
い
て
は
'
道
内
他
地
域
と
の

公
平
性
の
観
点
か
ら
地
域
を
限
定
し
た
特

別
な
取
り
扱
い
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ

り
ま
す
｡
』

ま
た
道
議
会
に
対
し
て
2
月
1
9
日
夕
張

市
立
病
院
透
析
室
存
続
の
誠
願
を
行
い

ま
し
た
が
､
道
議
会
は
3
月
7
日
会
期

終
了
に
つ
き
諮
願
は
審
議
未
了
で
終
り
ま

し
た
｡
残
念
な
が
ら
夕
張
市
立
病
院
透
析

室
は
3
月
1
 
3
日
を
も
っ
て
閉
鎖
さ
れ
ま
し

た
｡

通
院
患
者
2
6
名
の
内
､
千
歳
市
の
井
川

医
院
へ
目
名
が
'
栗
山
町
の
日
赤
病
院
へ

5
名
'
岩
見
沢
市
立
病
院
へ
1
 
0
名
と
'
そ

れ
ぞ
れ
転
院
さ
れ
ま
し
た
｡

通
院
手
段
は
'
井
川
医
院
は
施
設
に
よ

る
無
料
送
迎
を
'
岩
見
沢
市
立
病
院
は
夕

張
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
有
料
の
送

迎
を
'
日
赤
病
院
に
つ
い
て
は
患
者
個
人

の
通
行
手
段
を
取
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
｡

こ
の
よ
う
に
医
師
不
足
等
を
理
由
と
し

た
透
析
室
の
閉
鎖
問
題
は
全
国
的
に
見
ら

れ
'
全
腎
協
に
お
い
て
も
厚
生
労
働
省
と

の
折
衝
や
独
自
の
現
状
調
査
を
行
い
栂
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
｡

大
分
県
腎
協
で
は
夕
張
激
励
基
金
を
さ

れ
て
2
1
8
'
1
0
3
円
の
激
励
金
を
道

腎
協
を
通
じ
て
夕
張
腎
臓
病
友
の
会
へ

送
っ
て
く
れ
ま
し
た
｡
こ
の
お
金
は
夕
張

患
者
会
に
よ
り
分
配
さ
れ
ま
し
た
｡
ま
た

他
県
腎
協
か
ら
多
く
の
激
励
と
道
知
事
に

夕
張
透
析
室
存
続
の
要
望
苗
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
｡

た
だ
残
念
な
こ
と
に
夕
張
患
者
会
の
会

員
さ
ん
が
分
散
通
院
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
'
3
月
3
 
1
日
を
も
っ
て
夕
張
腎
臓
病
友

の
会
は
解
散
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
｡

夕
張
問
題
は
全
国
的
に
大
き
な
反
撃
を

与
え
患
者
会
活
動
の
重
要
性
を
強
く
認
識

さ
せ
た
と
思
い
ま
す
｡



三　堀　川　川　中

上　井村　村　瀬

留　和　百　隆　幸

美　　合

子　彦　江　志　造

様　様様　様　様

2月10･11日　運営会も義開催10名出席

2月1 9Ej　｢北海道巴弓機能障害者通院交通f5助成制

J≡｣主泣価引き下げ反対三石願書紹介議Ejのお

願いに､民主党･公明党を訪問
2月21 Ej　民主党沖EEl議E3力､ら道議会平泉箔局に請願書

ILLt･

2月28Ej　知苛と道議会各会派代表者に通院交通貞単

価弓lき下げ反対の要望喜送付｡同時に各地
1戎腎友会にモ同様の要望を各会良二昌で提出

するように要請
3月2Ej　千歳井川医院訪問(夕張か＼ら転院する患者

と会∈〕及び悪者会活動に理解と協ブコをお願

いする)

3月10111Ej　運営会議開催10名

3月14日　全腎協に透析施設調i至をメ-JL'で送信

腎バンクに寄付持杏　会長､巨木
3月15日　難病達会岩十監歪　三上

フロック会議案内郵送
活動報告密提出原員し＼郵送
"どうじん"発送

3月16日　``どうじん" p R版､ `フ＼会のしおり''発送

3月19日　難病速に''どうじん"第113g

3月26Ej　総会案内　芹ミ腎協･全閉協･メ-刀-へ50

過重B送

3月27E]運営会議報告杏､助成毒申諾否　8通発送

4月2Ej　退庁より(㌫橋氏､小笠原氏､柴田氏)莱

局(会長､堀井対応) ､通院交通夏空助成の

免田しについて
4月3E]会岩十監盃　野原､福原

4月5Ej　プDツワ会議空≡料　33通郵送

4月10Ej　第3⊃匝]定期総会ポスター発送

4月14･15日　フロック会議開催

4月20Ej　北海道医療芽斤間社(吉EEl様) ｢ケア｣月刊

誌8史材釆局

4月22E]　小樽総会に会長出席

4月22Ej　フロック会議報告Ef! 29通発送

4月26日　　=どうじん''第114号議案霞　入荷､発送

4月27E]第30回総会案内を道議会各派に持奉　会

長､巨木

5月8E]　L'せんじんきょう''第221号発送

5月10日　医療通信卜b16発送

5月16日　医枠新聞乗局

5月24日　中外製薬と医療講演打合せ

- 22-

事
務
局
通
信

■
お
知
ら
せ

㊥
㈲
北
海
道
難
病
連
全
道
集
会
札
幌
大
会

日
時
　
平
成
1
 
9
年
8
月
3
日
出
･
4
日
旧

場
所
　
全
体
集
会
　
か
で
る
2
･
7

※
　
腎
臓
部
会
で
は
'
医
療
講
演
を
行

う
予
定
で
す
｡
詳
細
は
難
病
連
機

関
紙
〝
な
ん
れ
ん
″
　
と
ポ
ス
タ
ー

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

㊥
市
町
村
独
自
の
交
通
菜
助
成
状
況
･
追
加

(
〝
ど
う
じ
ん
一
第
1
1
3
号
に
掲
載
)

江
別
市
　
タ
ク
シ
ー
利
用
券

･
過
3
回
未
満
透
析
者

年
間
6
0
0
円
×
6
0
枚

･
週
3
回
以
上
透
析
者

年
間
6
0
0
円
×
9
0
枚

*
透
析
患
者
以
外
の
対
象
障
害
者
に

は
2
4
枚
｡
財
政
難
を
理
由
に
支
給

枚
数
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
｡
し
か
し
'
こ
れ
は
江
別
腎

臓
病
患
者
会
が
行
政
に
働
き
か
け

た
成
果
で
す
｡

㊥
訂
正〟

ど
う
じ
ん
″
　
1
1
4
号
道
腎
協
第
3
0

回
定
期
総
会
議
実
否
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
｡
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
｡

川
　
p
1
 
9
右
上

(
釈
)
幹
事
　
椿
本
　
和
弘
　
(
静
内
)

(
正
)
幹
事
　
橋
本
　
和
弘
　
(
静
内
)

似
　
p
1
9
右
下

(
演
)
　
全
腎
協
派
遣
役
員

(
正
)
機
関
紙
編
集
委
員

森
絹
川
棚
襲
い
芋
｡

｢
釧
副
釧
針
｣

▼
機
関
紙
〝
ど
う
じ
ん
″
も
A
4
版

に
な
っ
て
一
年
'
皆
様
慣
れ
て
頂
け

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
｡

▼
本
年
は
　
｢
第
3
0
回
道
腎
協
定
期
総

会
札
幌
大
会
｣
　
と
い
う
意
義
あ
る
節

目
の
年
を
迎
え
'
過
日
(
5
月
2
7
日

脚
､
札
幌
市
の
ホ
テ
ル
･
ユ
ニ
オ
ン

に
於
い
て
､
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
｡

▼
い
つ
も
医
療
講
演
を
聴
く
た
び
に

私
達
患
者
に
と
っ
て
'
如
何
に
自
己

管
理
が
大
切
か
､
そ
し
て
､
そ
の
こ

と
が
生
き
て
い
く
た
め
の
基
本
中
の

基
本
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま

す
｡▼

最
近
は
#
年
部
の
方
達
の
目
覚
ま

し
い
活
躍
振
り
に
､
キ
ノ
ヒ
の
コ
ー

ナ
ー
も
読
む
の
が
一
段
と
楽
し
み
に

な
り
ま
し
た
｡
話
題
も
お
料
理
あ
り
､

体
験
談
あ
り
'
そ
の
上
諸
行
事
に
お

け
る
若
さ
の
行
動
力
が
､
明
日
へ
の

患
者
会
の
明
る
い
未
来
を
指
し
示
す

も
の
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
｡

▼
ま
た
､
｢
3
0
周
年
記
念
誌
｣
　
作
成

に
あ
た
り
'
特
別
編
集
委
員
の
メ
ン

バ
-
も
不
眠
不
休
で
頑
張
っ
て
お
り

H
ま
す
｡
ご
期
待
下
さ
い
｡
(
久

｢

†

-

ぎ

L

■



1打1 0*入り

･ ,･.TT7f.,171　　　2'490 IZl (洲挽込)

≡ p宰fl- 収骨覚書成分(1本50mlあたり) I

Ji TT::Plo:.ヨ正夢旅程
l栄暮補助*晶l

l箱内容160旭

ソフトカプセル(1枚4OOTng)

1日のE]安JL 1-2粒

Ll訪-

l掩3'850円
(i且11校込)

fq引ポイント鎚セール実施中

芸も恨遠⑳
計絹されたポイントlJt次のk入時から利用できます｡

エルビスは､皆様に不足しがちな

栄兼成分をバランスよく配合した

栄養ドリンクです｡

コエンザイム粒は､エルビスに

不足する水に溶けない栄兼成分を

あつめたカプセルです｡

皆様のカラグを健康に保つために

併せてご利用くださいo

tuTISエルビス株式会社
〒533-0033大阪市東淀川区東中島lT日18127

還0120-393-578
(受付)平日9 00-18 00､土･日･祝休業

Illtl 06-4809-5575(24II■t付)

18-14 elpls@joy.ocn.ne.jp
llfE=Ld http･//vvww 1 2lE'Ct"E')prEIIpI8/

皆古手かJSG)翁便り

平常でも血圧は低く､このため5時間透析をしてもらっ

ているのですが,やはリJB後の方は血圧が下がり辛<

なL)ますDエルビスを飲んで半年になりますが､すいぶ

んと良くなったようにおもいますo周りから｢元気にな

ったね｣ ｢JE近､顔色がいいよ｣と言ってくれますo半年

前までは誠子の良い時でも､透析から帰ると少しは横

にならないと何も出来なかったのに.寄り道することも

出来るようになっています｡

福島県　女性　66*　透析歴26年

●日日●●●●●●●●=●=●=●●●●●◆■--

透析から帰ってきた時の<ったりと疲れた夫の顔を見る

つらさも､最近は少なくなりました｡エルビスを飲みは

じめてから､疲れが軽くなったのか食欲も出てきましたo

顔の色もよくなったようにおもいますo模査で井血がよ

くなったと言っていました.今までいろんな健康食品を

試したようですが･長続きしませんでしたoエルビスは1㌔

気に入ったのか.喜んで毎日飲んでいます｡ (奥様談)

暮山yR　男性　73歳　透析歴1年

I-●●●I●■●●-●●●●1'4-I●●●-.A

■■=■●●●●●●-=■日日-●■●●○●■-●

エルビスは透析患者用に開発された栄喪剤なので.安

心して飲んでいます.また我々のために改良を重ねて､

より良い製品を提供してくれる会社の姿勢も信頼でき

ますo今年になって新発売された｢コ工ンサイム粒｣も

飲み始めました｡エルビスには入っていない心砲機能

の改善や動脈硬化の防止に役立つ栄養成分が多く配

合されているので.気に入りました｡寮内も美容と老化

･　防止を信L;て一糸割こ歓んでいます｡

熊本gt　男性　68歳　透析歴11年

L'+Jvt-I一一.一一.チエ44t'一一一●●一●.

透析後半の血圧低下と足のヅ｣がきつくて困っていました放

心胸比が55%もあり.血圧も高いためドライウエートでの

調整はムリと吉われ悩んでいましたoそれで=ルビスを試

してみました｡飲み始めて3ケ月.嶺圭で心胸比が正常値の

50%まで下がっているとl帆1てびっくりしましたbその時

はじめて,足のツリが少なくなったことや血圧低下も軽くな

っていることに気付きましたo変化がゆっくりで意識になか

ったようです｡それから半月握ってやっとドライウエ-トを

上げてもらい､今では透析がすっかり楽になりましたo

神秦川gt　女性　58JE　透析歴7年
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軸並書:滋実I■知事株式会社

写氏.サイズ田寸

辛■.lrJbji)

等
写Jt　サイズ1/3

元気碍秘訣g譲這駒｡
不≡すう三三‥;こ.う元. ;ウTh-トトリン/}てIEj

)) JL/)i D~一一~~~~~~~~~~~17i諒~~~~~二二二二二二

天だL･カル=声ン　書■
IJe}ン　　　　　クエン■RNzl

E)I-J>　　　　gZ>L

tLJン　　　　　カルノシン

ビタミン巳1　　アンセリン

ビタミンBo　　　他

homLl日[]のEj安卜2:f=] ■て了…

内容JL20m L中にL一カル=チン350rngを配

合｡ 3,1と.必須アミノ酸をはじめ.水溶性ビタ

ミン､戦などをE合した栄1補助ドリンク｡
(二型::7)リンiLID llm ｡.力,JウLILt2 ▲吐pi{

t_｣JユニJ I- '二⊥･ --

[:亘亘壷] 【l E]のEl安ト2本】 t'b7淋l:一甘iT

流出し.欠乏しやすいL一力JL'=チンと1 3種類

のアミノ酸.水溶性ビタミン､鉄などの栄事燕
を配合した栄■補助ドリンクですD

(二日ri･の･Jンは2 6mでカリウム110.5rTl qとmim仁王旦｣)

協ベータ食品株式会社
〒531-0071大阪市北区中三事l -6-28
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